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五
月
一
四
日
発
、
同
三
一
日
帰
着
の

日
程
で
海
外
出
張
に
出
か
け
る
こ
と
に

な
り
、
急
ぎ
準
備
し
て
、
英
、
蘭
、
独
、

仏
と
歩
い
た
。
同
僚
の
歌
野
博
氏
と
道

連
れ
の
旅
で
あ
る
。
こ
の
春
、
国
文
学

研
究
資
料
館
編
で
岩
波
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
た
「
古
典
籍
総
合
目
録
」
全
三
巻

二
国
書
総
目
録
」
続
編
）
の
披
露
を
か

ね
て
各
地
の
日
本
学
研
究
者
と
連
絡
を

と
る
仕
事
が
主
だ
が
、
併
せ
て
大
学
生
、

大
学
院
生
が
ど
の
様
に
日
本
の
文
学
と

文
化
に
接
し
て
い
る
か
、
彼
女
等
、
彼

等
の
研
究
生
活
の
実
態
を
見
聞
す
る

こ
と
も
旅
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
．ｑ

仕
事
の
合
間
は
た
っ
ぷ
り
観
光
を
か
ね

た
の
で
時
間
不
足
で
所
期
の
目
的
が
充

分
に
果
せ
た
と
は
と
て
も
言
え
な
い
が
、

私
個
人
は
こ
の
は
じ
め
て
の
海
外
へ
の

旅
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
国
文
学
研

欧

州

瞥
見
日
録

ヤ

I

究
資
料
館
で
客
員
教
授
（
外
国
人
研
究

員
）
と
し
て
研
究
に
従
事
さ
れ
た
高
名

な
日
本
学
者
が
各
地
で
御
案
内
下
き
り
、

懇
切
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

た
。
日
本
で
も
研
究
上
の
御
助
言
を
戴

い
て
有
難
か
っ
た
が
、
本
国
の
大
学
研

究
室
で
の
お
話
は
ま
た
格
別
で
心
に
し

み
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

日
程
の
最
初
の
英
国
で
は
ケ
ム
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ッ
キ

ー
弓
里
の
『
穴
○
日
言
翫
）
助
教
授
を

お
訪
ね
し
た
（
五
月
一
七
日
）
。
先
生

は
「
欧
州
所
在
日
本
古
書
総
目
録
」

（
ご
ｚ
目
○
室
の
シ
弓
シ
Ｆ
○
○
口
向
○
司

両
ン
詞
Ｆ
く
］
ン
勺
ン
ｚ
両
の
両
国
○
○
尿
の

三
両
ご
詞
○
も
巴
作
成
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
幹
事

と
し
て
欧
州
各
地
の
日
本
古
典
籍
を
調

べ
て
お
ら
れ
る
。
丁
寧
な
礼
儀
正
し
い

ｰ

本
田
康
雄

次一一目
紳
士
だ
が
図
書
館
に
あ
る
先
生
の
研
究

室
の
扉
に
は
直
筆
の
漢
字
で
「
猛
犬
注

意
」
と
書
い
た
札
が
張
っ
て
あ
っ
た
。

ユ
ー
モ
ア
の
背
景
に
先
生
の
強
烈
な
る

猛
勉
ぶ
り
が
察
せ
ら
れ
た
。
ケ
ム
プ
リ

ッ
ジ
大
学
図
書
館
の
日
本
古
典
の
目
録

も
原
稿
が
完
成
し
て
印
刷
す
る
ば
か
り

に
な
っ
て
お
り
「
凡
例
」
を
み
せ
て
戴

い
た
。
先
生
は
か
つ
て
京
都
大
学
で
学

ば
れ
た
が
、
書
名
、
著
者
名
、
書
型
、

版
元
、
刊
年
等
の
調
査
は
厳
し
く
、
目

録
に
表
示
す
る
漢
字
の
字
体
ま
で
厳
密

に
吟
味
し
て
お
ら
れ
る
。
大
学
は
試
験

の
時
期
で
休
憩
時
間
に
学
生
が
芝
生
に

寝
そ
べ
っ
て
い
た
。
「
勉
強
で
疲
れ
果

て
た
か
、
い
や
に
な
っ
て
拠
棄
し
た
か
、

ど
ち
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
」
と

先
生
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
仰
言
っ
た
が
、

同
時
に
、
厳
し
い
試
験
の
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
た
。

ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
汽

車
（
特
急
）
で
一
時
間
、
沿
線
の
野
原

に
牛
や
羊
が
点
々
と
み
え
た
。
街
に
は

中
世
そ
の
ま
ま
の
旧
い
教
会
の
建
物
が

欧
州
瞥
見
日
録
・
・
・
・
…
・
・
・
・
・
・
・
・
本
田
康
雄

断
収
資
料
紹
介
⑳
「
保
元
平
治
物
禍
」

文
献
資
料
部
事
業
報
門
…
…
．
・
・
経
谷
川
強
、

文
申
細
介
⑮
北
鷺
文
申
・
…
…
…
…
・
…
．

研
究
情
報
部
事
粟
雑
箭
…
…
新
井
栄
麓

鞍
鐸
閲
瞳
郎
事
藁
報
肝
…
…
本
田
康
雄

樟

976541

大
き
く
そ
び
え
、
中
央
の
広
場
一
杯
に

市
が
立
っ
て
い
た
。
歌
野
氏
は
好
奇
心

丸
出
し
で
店
々
を
ひ
や
か
し
て
い
た
。

『
欧
州
所
在
日
本
古
書
総
目
録
」
の
完

成
を
祈
り
つ
つ
ロ
ン
ド
ン
へ
引
揚
げ
た
。

五
月
一
九
日
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
は
凪

で
、
や
が
て
明
る
い
視
野
の
中
に
運
河

や
湖
や
ま
た
点
々
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

様
に
み
え
る
田
園
が
や
さ
し
い
姿
を
現

し
た
。
優
美
な
風
景
に
ほ
っ
と
し
た
感

じ
で
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
着
い
た
。
オ

ラ
ン
ダ
で
は
国
立
ラ
イ
デ
ン
大
学
名
誉

教
授
フ
リ
ッ
ッ
・
フ
ォ
ス
（
詞
『
旨

く
○
ｍ
）
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
（
五

月
二
一
日
）
。
先
生
は
客
員
教
授
と
し

て
国
文
学
研
究
資
料
館
に
勤
務
さ
れ
私

共
が
御
助
言
を
戴
い
た
方
で
あ
る
。
御

長
男
が
ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
に
お

勤
め
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
お
世
話
で

シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
閲
覧
さ

せ
て
戴
い
た
。
御
長
男
は
日
本
に
留
学

さ
れ
て
、
専
攻
は
文
化
人
類
学
、
日
本

語
は
勿
論
、
韓
国
語
に
堪
能
で
あ
る
。

こ
う
い
う
専
門
家
、
ま
た
そ
の
後
輩
が

国
文
学
鎗
文
目
難
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

拭
汀
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
。
…
…
・
・

評
識
側
・
運
営
協
銭
側
・
委
側
等
名
溥

鷺
報
・
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
．

第
十
四
回
同
照
日
本
文
学
研
究
集
金
…

利
用
櫛
へ
の
お
知
ら
せ
…
・
…
…
．
．
…
…

似
成
二
年
度
状
予
学
金
剛
脳
一
覧
…
…

'81716141110
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育
て
ば
、
こ
れ
か
ら
は
現
地
の
資
料
調

査
等
の
大
部
分
は
こ
の
種
の
研
究
家
に

担
当
し
て
戴
い
て
、
日
本
と
連
絡
を
と

る
様
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
日
本
人
だ
け
が
研
究
心
に
凝
り
固

ま
っ
て
笈
を
背
負
っ
て
遙
々
と
旅
を
す

る
な
ど
と
い
う
風
景
は
も
う
旧
く
て
流

行
ら
な
い
。
第
一
、
非
能
率
で
あ
る
。

日
本
人
以
上
に
日
本
に
詳
し
い
外
国
人

研
究
者
が
大
勢
存
在
す
る
の
だ
。

ラ
イ
デ
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ま

た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
は
夜
は
十
時
過
ぎ
ま
で

明
る
く
、
乾
い
た
空
気
は
快
適
で
、
人

々
は
街
の
広
場
に
続
々
と
集
ま
り
、
喫

茶
店
か
ら
街
路
に
あ
ふ
れ
出
し
て
グ
ル

ー
プ
で
路
上
の
テ
ー
ブ
ル
に
し
っ
か
り

と
座
り
込
み
、
い
つ
ま
で
も
歓
談
し
て

時
間
を
忘
れ
て
い
る
。
本
当
に
楽
し
そ

う
で
、
こ
の
宵
の
憩
い
の
た
め
に
生
き

て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
た
。
広
場
を
掩

う
雑
踏
の
笑
い
声
に
は
底
抜
け
に
解
放

さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
印
象
に
残
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
ポ
ッ
フ
ム
大
学
で
ブ
ル

ノ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
（
画
昌
邑
ｃ
Ｆ
①
至
言
）

先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
（
五
月
二
三

日
）
。
先
生
は
お
元
気
で
創
立
間
も
な

い
頃
の
国
文
学
研
究
資
料
館
の
客
員
教

授
で
あ
ら
れ
た
頃
と
少
し
も
変
っ
て
お

ら
れ
な
か
っ
た
。
中
央
図
書
館
を
案
内

し
て
下
さ
っ
た
。
大
学
は
恰
度
、
年
一

少

回
の
夏
祭
り
の
日
で
賑
や
か
だ
っ
た
。

祭
り
は
午
前
二
時
ま
で
続
く
由
、
大
変

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
か
つ
て
レ
ー
ヴ
ィ

ン
先
生
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
各

国
語
の
日
本
文
学
・
文
化
に
関
す
る
研

究
書
、
学
術
論
文
を
集
め
て
国
際
的
な

セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
様
に
と
期

待
を
の
べ
ら
れ
た
。
ま
だ
完
全
な
サ
ー

ビ
ス
体
制
は
出
来
て
い
な
い
が
毎
年
、

十
一
月
は
じ
め
に
開
催
さ
れ
る
「
国
際

日
本
文
学
研
究
集
会
」
は
本
年
で
一
四

回
と
な
り
、
外
国
人
研
究
者
の
利
用
も

増
え
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
は

今
後
ま
す
ま
す
、
先
生
の
仰
言
っ
た
方

向
に
進
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
生
が
お

つ
く
り
に
な
っ
た
日
本
語
の
教
科
書

（
弓
の
善
一
の
青
ず
匡
。
ゴ
」
①
『
］
色
壱
四
昌
切
ｏ
琴
①
二

普
国
号
の
）
を
み
せ
て
戴
い
た
。
Ｂ
５

版
、
五
百
五
頁
の
大
著
で
あ
る
。
語
彙

の
学
習
、
文
章
の
読
解
、
文
法
そ
し
て

漢
字
の
指
導
ま
で
至
れ
り
尽
せ
り
の
教

科
書
で
あ
る
。
日
本
語
の
例
文
は
論
文
、

論
説
、
実
用
文
、
随
筆
、
小
説
な
ど
各

方
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
め
ら
れ
て

い
る
が
、
私
は
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
一

旦
と
し
て
第
一
四
課
「
天
皇
制
の
意

味
」
と
か
第
二
五
課
「
日
本
国
憲
法

Ｉ
第
一
章
天
皇
、
第
二
章
戦
争

の
放
棄
」
が
先
ず
目
に
つ
い
た
。
こ
の

教
科
書
で
若
い
才
能
の
あ
る
学
生
が
指

）

導
を
う
け
た
ら
、
日
本
語
は
勿
論
、
日

本
の
自
然
、
社
会
、
日
本
人
の
生
活
、

心
理
が
ど
れ
ほ
ど
深
く
理
解
さ
れ
る
こ

と
か
。
文
化
の
国
際
交
流
の
将
来
に
私

は
ま
す
ま
す
明
る
い
期
待
を
抱
い
た
。

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
ポ
ッ
フ
ム
大
学
を

ふ
く
め
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
ボ
ン
、

ケ
ル
ン
、
ま
た
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
リ
ュ
ー

、
ベ
ッ
ク
等
す
べ
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
講

師
・
佐
藤
マ
サ
子
ざ
ん
に
御
案
内
戴
い

た
。
佐
藤
さ
ん
は
お
茶
の
水
女
子
大
学

大
学
院
卒
、
受
託
大
学
院
生
と
し
て
国

文
学
研
究
資
料
館
に
在
籍
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
間
も
な
く
首
都
で
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
と
ボ
ン
を
見
学
し
、

ま
た
大
き
な
大
聖
堂
の
あ
る
夕
暮
れ
の

ケ
ル
ン
を
訪
ね
た
。
悠
然
と
よ
ど
み
流

れ
る
ラ
イ
ン
河
を
背
景
に
街
の
中
心
部

に
そ
そ
り
立
つ
大
聖
堂
の
偉
観
、
そ
の

巨
大
さ
、
旧
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
大
聖

堂
に
隣
接
し
て
音
楽
堂
が
あ
り
市
民
が

集
ま
っ
て
く
る
ｃ
こ
こ
は
新
人
の
デ
ビ

ュ
ー
の
場
で
新
し
い
意
欲
的
な
作
品
の

演
奏
が
歓
迎
さ
れ
、
す
ぐ
に
新
聞
で
批

評
さ
れ
る
。
宗
教
と
芸
術
が
混
然
一
体

と
な
っ
て
市
民
大
衆
の
生
活
と
溶
け
あ

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
聖
堂
と

音
楽
堂
を
と
り
囲
む
様
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
み
ら
れ
る
広
場
が
展
開
し
、
人

な
つ
か
し
い
楽
し
い
雑
踏
が
深
更
ま
で

一
）

続
く
の
で
あ
る
。
ふ
と
「
市
中
は
物
の

に
ほ
ひ
や
夏
の
月
」
（
「
猿
蓑
」
凡
兆
）

の
句
を
想
い
起
し
た
の
は
ソ
ー
セ
ー
ジ

と
ビ
ー
ル
の
酔
い
の
せ
い
か
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
で
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学

教
授
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

昂
○
一
曲
己
留
言
①
区
①
ユ
先
生
の
御
歓

待
を
う
け
た
。
御
自
宅
で
中
国
学
研
究

者
で
も
あ
ら
れ
る
奥
様
の
心
尽
し
の
料

理
を
御
馳
走
に
な
っ
た
。
ま
た
、
先
生

が
特
に
、
御
書
斎
を
み
せ
て
下
き
っ
た

の
は
有
難
か
っ
た
。
国
語
学
の
専
門
書
、

辞
書
、
日
本
古
典
の
研
究
書
・
テ
キ
ス

ト
が
広
間
の
壁
面
一
杯
に
排
架
さ
れ
て

お
り
先
生
の
猛
勉
強
ぶ
り
が
う
か
が
わ

れ
た
。ハ

ン
ブ
ル
グ
大
学
で
は
日
本
研
究
セ

ミ
ナ
ー
（
研
究
科
）
の
先
生
の
研
究
室

で
詳
し
い
お
話
を
う
か
が
っ
た
（
五
月

二
五
日
）
。
先
生
に
は
国
文
学
研
究
資

料
館
の
客
員
教
授
を
な
さ
っ
て
い
た
時

に
親
し
く
し
て
戴
い
た
の
だ
が
、
当
地

の
日
独
協
会
の
会
長
で
も
あ
ら
れ
話
題

は
豊
富
、
日
本
文
学
研
究
や
学
生
の
教

育
に
つ
い
て
種
々
お
う
か
が
い
し
た
。

来
週
は
こ
の
研
究
室
の
学
生
を
連
れ
て

東
ベ
ル
リ
ン
へ
行
き
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

と
交
流
の
会
を
持
つ
と
本
当
に
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
お
ら
れ
た
。

日
本
学
研
究
室
兼
開
架
図
書
室
は
中

－2－
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央
の
通
路
を
境
目
に
し
て
半
分
が
西
欧

各
国
語
で
書
か
れ
た
研
究
書
、
翻
訳
、

等
、
他
の
半
分
に
日
本
語
で
書
か
れ
た

研
究
書
、
テ
キ
ス
ト
、
辞
書
ま
た
漢
籍

が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
奥
の
一
室
に
助

教
授
の
ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ル
マ
ー

（
圏
目
ぬ
く
ｏ
屋
日
日
）
さ
ん
、
ま
た
前

記
の
佐
藤
さ
ん
の
席
が
あ
っ
た
。
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
先
生
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
ハ

ン
ブ
ル
グ
大
学
の
学
生
は
本
専
攻
の
他

に
二
つ
の
副
専
攻
を
学
習
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
修
士
論
文
は
本
専
攻
で
提

出
す
る
が
副
専
攻
も
必
須
で
厳
し
い
試

験
が
あ
る
。
本
専
攻
が
日
本
文
化
の
学

生
も
副
専
攻
と
し
て
他
の
学
科
二
つ
を

履
習
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
副
専
攻
を

通
し
て
セ
オ
リ
ー
が
得
ら
れ
、
理
想
的

に
行
っ
た
場
合
に
は
本
専
攻
の
中
に
そ

の
セ
オ
リ
ー
が
含
ま
れ
ま
す
。
」
と
述

べ
ら
れ
た
。
学
生
達
が
日
本
文
学
、
日

本
語
学
の
細
部
に
つ
い
て
徹
底
し
た
指

導
を
受
け
る
の
と
同
時
に
特
に
こ
の

「
セ
オ
リ
ー
」
に
つ
い
て
厳
し
く
鍛
え

ら
れ
て
い
る
様
子
が
察
せ
ら
れ
た
。
学

生
の
ペ
ト
リ
コ
フ
ス
キ
ー
（
国
里
ご
‐

冒
葛
鼻
こ
さ
ん
に
会
っ
た
。
彼
女
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
で
以
前
、
二
葉
亭
四

迷
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
品
か
ら
の
翻
訳

を
テ
ー
マ
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館

で
研
究
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
病
気
に

』

》

な
っ
て
帰
国
さ
れ
た
の
だ
が
ま
だ
疲
れ

て
い
る
様
子
に
み
う
け
ら
れ
た
。
こ
の
。

欄
を
か
り
て
、
は
や
く
元
気
に
な
ら
れ

る
様
、
激
励
の
言
葉
を
贈
る
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
で
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

空
は
日
本
の
夏
空
の
様
に
青
く
入
道
雲

が
動
き
日
差
し
が
暑
い
程
だ
っ
た
。
広

大
な
エ
ル
ベ
川
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
都
市

や
ソ
ビ
エ
ト
の
大
き
な
船
舶
が
ゆ
っ
く

り
と
動
く
の
を
眺
め
な
が
ら
こ
の
港
の

都
市
の
旧
い
歴
史
を
想
っ
た
。

最
後
に
お
訪
ね
し
た
の
は
仏
国
。
夕

刻
パ
リ
に
着
い
た
。
凱
旋
門
近
傍
の
ホ

テ
ル
か
ら
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
大
通
り
を

コ
ン
コ
ル
ド
広
場
ま
で
散
歩
し
た
。
セ

ー
ヌ
川
の
遊
覧
船
の
あ
か
り
が
流
れ
る

様
で
き
れ
い
だ
っ
た
。
あ
と
で
偉
い
先

生
か
ら
教
わ
っ
た
の
だ
が
、
遊
覧
船
に

乗
れ
ば
川
岸
が
高
く
て
街
の
風
景
は
み

に
く
い
由
で
あ
る
。
私
共
の
様
に
川
岸

か
ら
遊
覧
船
を
遊
覧
す
る
の
が
国
際
的

通
人
だ
と
自
惚
れ
た
。
パ
リ
の
建
造
物

は
旧
い
王
朝
以
来
の
首
都
だ
け
あ
っ
て

さ
す
が
に
厳
め
し
く
貫
禄
が
あ
る
が
、

道
路
一
杯
に
な
っ
て
走
る
車
は
猛
ス
ピ

ー
ド
で
ラ
イ
ト
の
流
れ
は
目
ま
ぐ
る
し

く
、
交
通
信
号
は
あ
る
が
車
も
人
も
守

っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
何
度
も
危
い

目
に
あ
っ
た
。
「
赤
信
号
、
み
ん
な
で

渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
い
う
ギ
ャ
グ
が

に
よ
か
っ
た
。
パ
リ
第
七
大
坐

し
て
戴
い
た
。
広
い
開
架
図
《

本
語
、
中
国
語
な
ど
で
書
か

れ
た
東
洋
に
関
す
る
研
究
書
、

テ
キ
ス
ト
、
辞
書
が
き
れ
い

に
並
べ
て
あ
っ
た
。
学
生
さ

ん
の
一
人
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

来
て
こ
こ
で
ベ
ト
ナ
ム
の
歴

史
と
文
学
を
調
べ
て
お
ら
れ

る
由
、
ま
た
ピ
ジ
ョ
ー
先
生

の
研
究
室
で
会
っ
て
話
を
し

蓮

有
名
に
な
る
の
は
日
本
人
の
大
多
数
が

交
通
信
号
を
よ
く
守
り
、
警
察
を
信
用

し
て
自
衛
を
心
が
け
る
必
要
が
な
い
か

ら
だ
。
こ
こ
で
は
い
つ
も
適
当
に
み
ん

な
で
、
時
に
は
小
走
り
で
渡
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
「
赤
信
号
、
み
ん
な
で
渡
る

パ
リ
の
宵
」
と
下
手
な
川
柳
に
し
か
な

ら
な
い
。

翌
日
（
五
月
二
九
日
）
、
パ
リ
第
七

大
学
教
授
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー

（
青
。
省
の
旨
の
国
鴨
○
二
先
生
に
お
目

に
か
か
っ
た
。
先
生
は
昨
年
、
客
員
教

授
と
し
て
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
勤

め
に
な
り
、
御
伽
草
子
を
中
心
に
研
究

さ
れ
た
。
公
開
講
演
会
も
引
受
け
て
下

さ
っ
た
。
研
究
上
で
も
、
ま
た
個
人
と

し
て
も
”
旅
〃
を
好
ま
れ
る
こ
の
先
生

に
私
共
の
欧
州
旅
行
の
最
後
に
パ
リ
で

お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
て
本
当

に
よ
か
っ
た
。
パ
リ
第
七
大
学
を
案
内

し
て
戴
い
た
。
広
い
開
架
図
書
室
に
日

た
学
生
さ
ん
は
日
本
の
現
代
の
文
学
・

文
化
研
究
と
し
て
夏
樹
静
子
を
研
究
し
、

近
く
甲
南
女
子
大
学
へ
留
学
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
恰
度
、
学
期
試
験
の

時
期
で
ピ
ジ
ョ
ー
先
生
は
午
前
二
時
ま

で
か
け
て
試
験
問
題
を
作
っ
た
と
い
っ

て
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
た
。
教
室
も
一

寸
、
の
ぞ
い
た
が
試
験
直
前
の
緊
張
の

た
め
こ
わ
い
顔
に
な
っ
た
学
生
た
ち
が

教
室
一
杯
に
坐
り
こ
ん
で
い
た
。

ピ
ジ
ョ
ー
先
生
は
御
自
宅
の
コ
ピ
ー

機
で
教
材
を
作
り
授
業
の
度
に
配
っ
て

お
ら
れ
る
。
私
の
日
本
の
大
学
で
の
経

験
で
は
プ
リ
ン
ト
教
材
を
配
る
際
に
欠

席
し
た
学
生
ｌ
試
験
日
以
外
は
多
く

の
学
生
は
欠
席
し
て
い
る
ｌ
が
何
週

間
も
、
時
に
は
一
か
月
お
く
れ
て
バ
ラ

バ
ラ
と
プ
リ
ン
ト
を
貰
い
に
く
る
。
貰

い
に
も
来
な
い
学
生
よ
り
は
い
く
ら
か

ま
し
で
感
心
だ
が
、
気
の
毒
な
が
ら
そ

の
時
プ
リ
ン
ト
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

』

VincentvanGogh,1888
（ゴッホ祭にて）
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愚
問
だ
と
は
思
っ
た
が
そ
の
点
を
先
生

に
お
尋
ね
し
た
ら
、
「
必
ず
友
人
が
受

取
っ
て
欠
席
者
に
渡
し
ま
す
。
」
と
仰

言
っ
た
。
学
生
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

が
緊
密
な
様
だ
。
日
本
で
は
遊
び
仲
間

の
個
人
的
な
、
グ
ル
ー
プ
別
の
お
つ
き

あ
い
は
し
つ
こ
く
、
か
ら
ま
り
合
っ
て

い
る
が
、
仕
事
の
上
で
は
こ
ん
な
「
友

人
」
は
い
な
い
。
成
績
が
悪
け
れ
ば
落

第
す
る
厳
し
い
授
業
と
こ
の
「
友
人
」

の
組
織
を
理
解
し
つ
、
、
教
室
を
み
て

廻
っ
た
。
し
か
し
、
学
術
上
の
質
問
で

な
く
、
プ
リ
ン
ト
の
配
り
方
な
ど
、
こ

ん
な
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
う
か
が
う
た
め

に
フ
ラ
ン
ス
ま
で
来
た
の
か
と
、
学
者

の
ピ
ジ
ョ
ー
先
生
に
対
し
て
あ
と
で
恥

か
し
い
気
が
し
た
。

パ
リ
の
街
も
午
後
九
時
過
ぎ
ま
で
明

る
く
て
人
々
は
悠
然
と
広
場
の
路
上
の

椅
子
で
休
憩
し
て
い
る
。
本
当
に
い
き

い
き
と
し
て
自
由
で
屈
託
が
な
い
様
に

み
え
る
。
私
共
の
短
か
い
欧
州
の
旅
は

こ
の
パ
リ
の
宵
で
終
る
。
時
間
不
足
で

あ
わ
た
だ
し
く
と
て
も
ま
と
も
な
感
想

を
得
る
様
な
余
裕
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
明
る
い
夜
の
広
場
の
入
ご
み
で
飲

む
ビ
ー
ル
の
味
は
素
晴
ら
し
く
時
間
の

経
つ
の
を
忘
れ
た
。

保
元
平
治
物
語

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
保
元
物
語
」
と

「
平
治
物
語
」
は
各
三
冊
本
で
あ
る
が
、

一
峡
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
た
め
、
整

理
番
号
も
一
括
し
て
扱
わ
れ
る
。

一
九
八
八
年
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
、
古
書
肇

を
経
由
し
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の

蔵
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
誌
に
つ
い
て
。
外
題
は
そ
れ
ぞ
れ

「
保
元
」
「
平
治
」
、
各
冊
に
上
中
下
が

つ
く
。
題
篭
左
肩
、
本
文
と
同
筆
。
内

魑
は
「
保
元
物
語
」
「
平
治
物
語
」
。
整

理
番
号
”
‐
測
・
ｌ
‐
６
。
貴
重
書
に
指

定
。
室
町
後
期
書
写
。
保
存
は
良
好
。

藍
色
表
紙
、
雷
文
繋
ぎ
に
草
花
唐
草
の

押
型
文
。
袋
綴
。
楮
紙
。
各
三
巻
、
全

六
冊
。
縦
二
六
・
八
、
横
二
○
・
五
セ

ン
チ
。
遊
紙
は
表
表
紙
の
み
。
本
文
一

面
十
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
異

本
と
の
校
合
多
し
（
本
文
と
同
筆
だ
が
、

一
部
に
別
筆
あ
り
）
。
「
保
元
物
語
」
上

の
表
紙
見
返
し
に
白
河
院
か
ら
後
鳥
羽

院
に
至
る
天
皇
の
系
図
あ
り
。
「
保
元

物
語
」
上
と
『
平
治
物
語
」
中
に
、
本

文
校
合
の
付
セ
ン
あ
り
。
巻
首
右
袖
に

宝
玲
文
庫
の
蔵
書
印
、
巻
尾
隅
に
月
明

荘
、
拝
土
蔵
書
の
朱
印
あ
り
。

－
新
収
資
料
紹
介
⑩

ー

蔵
書
印
か
ら
、
ホ
ー
レ
ー
文
庫
旧
蔵

で
、
そ
の
後
ハ
イ
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
渡
り
、
弘
文
荘
が
仲
介
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ホ
ー
レ
ー
の
蔵
書
印

は
三
穂
類
あ
る
が
、
そ
の
内
、
書
体
を

崩
し
た
朱
印
の
も
の
で
あ
る
。
ホ
ー
レ

ー
の
名
は
西
洋
人
の
古
典
籍
収
集
家
と

し
て
つ
と
に
名
高
く
、
反
町
茂
雄
「
蒐

集
・
家
・
業
界
・
業
界
人
」
（
八
木
書

店
・
一
九
八
四
年
）
の
「
大
コ
レ
ク
タ

ー
、
フ
ラ
ン
ク
Ⅱ
ホ
ー
レ
ー
」
に
詳
し

い
。
そ
の
七
四
頁
に
「
保
元
平
治
」
の

名
が
み
え
る
。
ハ
イ
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
ま
た
質
の
高
い
収
集
と
し
て
著
名

で
あ
り
、
こ
れ
も
反
町
茂
雄
『
日
本
の

古
典
籍
」
（
八
木
書
店
・
八
四
年
）
の

「
ハ
ィ
ド
Ⅱ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
稀

翻
書
群
」
に
詳
し
い
。
そ
の
三
○
八
頁

に
み
る
「
保
元
平
治
物
語
」
が
本
書
で

あ
り
、
ホ
ー
レ
ー
文
庫
の
解
説
に
み
る

も
の
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

本
文
に
関
し
て
簡
略
に
ふ
れ
て
お
く

と
、
「
保
元
物
語
」
は
陽
明
文
庫
の
甲

本
（
陽
明
叢
書
・
所
収
）
に
等
し
い
、

た
だ
し
、
結
末
の
為
朝
が
伊
豆
大
島
に

渡
り
諸
島
を
平
定
す
る
が
、
最
後
は
官

軍
に
攻
め
ら
れ
、
自
害
す
る
一
連
の
話

題
は
京
大
図
書
館
本
系
統
に
よ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ｰ

一
方
、
「
平
治
物
語
」
は
古
態
本

（
陽
明
文
庫
本
・
学
習
院
本
系
）
と
金

刀
比
羅
本
系
と
の
混
合
本
と
思
わ
れ
る
。

常
葉
都
落
ち
の
日
付
と
頼
朝
捕
縄
、
父

供
養
の
日
付
と
が
矛
盾
す
る
の
も
、
両

系
統
の
本
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
結
果

に
よ
る
矛
盾
で
あ
る
よ
う
だ
。
古
態
本

混
入
の
度
合
い
は
か
な
り
高
く
、
と
く

に
下
巻
の
源
平
争
乱
か
ら
頼
朝
の
死
に

い
た
る
後
日
認
の
部
分
な
ど
、
そ
っ
く

り
古
態
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
と
み

な
せ
る
。

い
ず
れ
も
、
種
々
の
本
文
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
混
態
本
と
し
て
貴
亜
で
あ
り
、

巻
ご
と
に
本
文
系
統
を
異
に
す
る
複
雑

で
流
動
的
な
「
保
元
物
語
」
「
平
治
物

語
」
の
本
文
の
形
成
過
程
を
さ
ぐ
る
上

で
無
視
で
き
な
い
、
貴
重
な
伝
本
と
思

わ
れ
る
。
本
文
研
究
の
進
展
に
益
す
る

と
こ
ろ
少
な
か
ら
ぬ
一
本
と
い
え
よ
う

（
本
文
に
関
し
て
日
下
力
氏
の
示
教
を

得
た
。
ま
た
「
平
治
』
の
方
は
、
氏
に

よ
る
岩
波
新
古
典
の
校
合
に
使
用
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
）
。

ま
た
、
一
度
海
外
に
流
出
し
な
が
ら

再
び
日
本
に
舞
い
・
腿
る
、
数
奇
な
運
命

を
た
ど
っ
た
本
の
一
つ
と
し
て
興
味
は

つ
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
小
峯
和
明
）
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本
年
度
は
第
一
回
の
収
集
計
画
委
員

会
を
五
月
十
七
日
に
開
き
、
調
査
員
会

議
（
総
会
）
は
同
二
十
九
日
、
宮
客
員

教
授
の
講
演
、
当
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料

目
録
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
有
志
に
よ
る
懇
親
会
と
多

数
の
御
参
加
を
得
て
盛
会
禅
に
終
了
し

た
。

こ
の
夏
は
記
録
破
り
の
暑
さ
と
か
で
、

九
月
半
ば
の
現
在
も
残
暑
は
お
ろ
か
猛

暑
に
閉
口
し
て
い
る
が
、
夏
休
み
に
は

調
査
に
収
集
に
積
極
的
に
御
協
力
い
た

だ
き
、
そ
の
成
果
が
続
々
届
き
つ
つ
あ

る
ｃ
感
謝
の
他
は
な
い
。

平
成
元
年
度
国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
・

収
集
の
概
況一

、
調
査

現
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で
に
左

の
七
六
箇
所
（
予
備
調
査
Ⅱ
＊
印
を
含

む
）
の
所
蔵
資
料
計
八
一
○
五
点
を
調

査
し
た
。

北
海
道
東
北
地
区
（
順
不
同
、
敬
称
略
、

一
部
略
称
、
以
下
同
じ
）

函
館
市
立
函
館
図
書
館
・
伊
達
市
開
拓

記
念
館
・
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
・
盛

岡
市
中
央
公
民
館
・
秋
田
県
立
秋
田
図

文
献
資
料
部
事
業
報
告

4

書
館
・
昭
和
町
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館

＊
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文

庫
）
・
宮
城
教
育
大
学
附
属
図
書
館
・

仙
岳
院
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
福
島

県
立
図
書
館

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
彰
考
館
・
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
・
東
京
芸
術
大
学

附
属
図
書
館
（
脇
本
文
庫
）
・
宮
内
庁

書
陵
部
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
（
鴻

山
文
庫
）
・
福
田
秀
一
・
内
閣
文
庫
・

東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館

（
加
賀
文
庫
）
・
東
京
都
立
中
央
図
書

館
〈
特
別
買
上
文
庫
）
・
東
京
都
立
中

央
図
書
館
〈
東
京
誌
料
）
・
尊
経
閣
文

庫
・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
・
糸
魚
川
市
歴

史
民
俗
資
料
館
＊
・
富
山
県
立
図
書
館

（
中
島
文
庫
）
・
高
岡
市
立
中
央
図
書

館
・
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
・
加
賀
市

立
図
書
館
（
聖
藩
文
庫
）
・
石
川
県
立

図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）
・
信
州
大
学

教
育
学
部
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月

文
庫
）
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文

庫
）
・
諏
訪
市
立
図
書
館
・
名
古
屋
市

ー

長
谷
川
強

）

蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
・

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
神
宮
皇
学

館
文
庫
）
・
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書

館
・
愛
知
大
学
図
書
館
（
菅
沼
文

庫
）
・
中
京
大
学
図
書
館
・
大
須
文

庫
・
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文

庫
）
・
神
宮
文
庫

近
繊
地
区

西
教
寺
・
水
口
町
立
図
書
館
・
京
都
大

学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）
・
蔵
庵
文
庫

＊
・
大
和
文
華
館
・
大
阪
市
立
中
央
図

書
館
・
園
田
学
園
女
子
大
学
図
書
館

（
吉
永
文
庫
）
＊
・
温
泉
寺

中
国
四
国
地
区

鳥
取
大
学
附
属
図
書
館
・
津
和
野
町
立

津
和
野
図
書
館
＊
・
岡
山
大
学
附
属
図

書
館
（
池
田
文
庫
）
・
広
島
市
立
中
央

図
書
館
（
浅
野
文
庫
）
・
三
原
市
立
図

書
館
・
岩
国
徴
古
館
・
西
円
寺
・
萩
市

立
図
書
館
・
益
田
家
・
鎌
田
共
済
会
図

書
館
・
善
通
寺
・
香
川
某
家
（
俳

書
）
・
大
洲
市
立
図
書
館
・
四
国
女
子

大
学
附
属
図
書
館
（
凌
霄
文
庫
）
・
高

知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

佐
賀
某
家
・
多
久
市
教
育
委
員
会
（
多

久
市
郷
土
資
料
館
）
・
島
原
図
書
館

（
松
平
文
庫
）
・
長
崎
某
家
（
俳

書
）
・
大
村
市
立
史
料
館
・
専
想
寺

海
外

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
・

イ
ェ
ー
ル
大
学
ス
タ
ー
リ
ン
グ
記
念
図

書
館

二
、
収
集

本
年
三
月
末
ま
で
に
左
の
四
二
箇
所

の
所
蔵
資
料
計
六
四
五
八
点
を
収
集
し

た
。

北
海
道
東
北
地
区

八
戸
市
立
図
書
館
・
盛
岡
市
中
央
公
民

館
・
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
・
酒
田
市

立
光
丘
文
庫

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
矢
口
丹
波
記
念
文

庫
・
永
井
義
憲
・
早
稲
田
大
学
図
書

館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）
・
福
田
秀
一
・

東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館

（
加
賀
文
庫
）
・
尊
経
閣
文
庫

中
部
地
区

金
沢
市
立
図
書
館
（
稼
堂
文
庫
）
・
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）
・
鶴
舞
中
央
図
書
館
・
中
京
大
学

図
書
館
・
大
須
文
噸
・
新
城
市
教
育
委

員
会
（
牧
野
文
庫
）
・
西
尾
市
立
図
書

館
（
岩
瀬
文
庫
）
・
神
宮
文
庫
・
後
藤

重
郎

近
畿
地
区

西
教
寺
・
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文

庫
）
・
陽
明
文
庫
・
立
命
館
大
学
図
書

館
〈
西
園
寺
文
庫
）
・
園
部
町
教
育
委
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員
会
（
小
出
文
庫
）
・
大
和
文
華
館
・

住
吉
大
社
・
浄
照
坊
・
大
阪
女
子
大
学

附
属
図
書
館
・
温
泉
寺

中
国
四
国
地
区

広
島
市
立
中
央
図
書
館
（
浅
野
文

庫
）
・
岩
国
徴
古
館
・
多
和
文
庫
・
香

川
某
家
（
俳
書
）
・
今
治
市
河
野
美
術

館
・
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
〈
北
岡
文

庫
）
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館

海
外

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ィ
校

右
の
内
国
内
の
分
に
つ
い
て
は
既
製
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
講
入
を
当
て

た
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

平
成
一
一
年
度
文
献
資
料
調
査
・
収
集
計

画

本
年
度
は
調
査
一
○
四
箇
所
（
海
外

を
含
む
）
一
○
三
二
○
点
、
収
集
五
三

箇
所
（
同
）
五
五
九
九
点
の
計
画
を
立

て
、
順
次
実
行
に
移
し
て
い
る
。

海
外
資
料
の
調
査
・
収
集

本
年
度
は
在
仏
資
料
の
予
備
調
査
と

し
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
海
外
学

術
研
究
）
に
よ
り
、
パ
リ
国
立
図
書
館

等
の
調
査
を
九
月
二
十
四
日
よ
り
一
週

間
、
長
谷
川
、
小
峰
が
出
張
し
て
行
な

う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
な
お
在
米
特

別
調
査
員
に
よ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
調
査
予
定
も
あ

ワ
（
や
Ｏ

収
集
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
レ
イ
校
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
ィ
ネ

ッ
キ
図
書
館
に
出
願
済
み
で
あ
る
。

第
四
室

本
年
度
は
客
貝
教
授
と
し
て
実
践
女

子
大
学
文
学
部
の
宮
次
男
教
授
を
お
迎

え
し
、
絵
画
資
料
の
調
査
・
収
集
面
で

の
御
助
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
併
任

助
教
授
に
は
、
前
期
は
広
島
大
学
文
学

部
の
位
藤
邦
生
助
教
授
、
後
期
は
山
形

大
学
教
育
学
部
の
寺
島
恒
世
助
教
授
に

お
願
い
し
て
い
る
。

そ
の
他

地
区
会
議
は
、
近
畿
地
区
は
十
月
十

九
日
に
京
都
市
で
、
九
州
地
区
は
十
一

月
十
五
日
に
福
岡
市
で
開
催
の
予
定
。

「
古
典
籍
学
の
確
立
・
体
系
化
の
た

め
の
研
究
」
の
テ
ー
マ
で
、
特
定
研
究

を
館
外
の
方
々
と
共
同
で
始
め
る
こ
と

に
な
り
、
十
月
初
め
に
第
一
回
の
会
合

を
予
定
し
て
い
る
。

四
月
一
日
付
け
で
岡
助
教
授
が
教
授

に
昇
任
、
ま
た
山
本
千
幸
補
佐
員
は
こ

の
度
結
婚
、
郷
古
と
姓
が
改
ま
っ
た
。

本
年
度
も
変
ら
ぬ
御
指
導
、
御
協
力

を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
長
）

ー

ｌ
文
庫
紹
介
⑭
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

哲
学
八
○
、
農
書
五
○
一
、
商
工
交
通

北
海
学
園
大
学

三
五
二
、
工
学
二
○
四
、
科
学
一
○
二

北
駕
文
庫
七
、
林
学
四
四
兵
書
一
九
五
九
、
生

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
所
有
の
理
衛
生
一
四
三
五
、
水
産
一
三
三
、
辞

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〃
北
駕
文
庫
“
は
書
八
六
四
、
美
術
四
五
六
、
音
楽
三
二
、

明
治
四
十
四
年
に
、
皇
太
子
殿
下
（
大
工
芸
三
九
、
地
図
一
美
八
、
遊
戯
・
娯

正
天
皇
）
の
北
海
中
学
校
行
啓
記
念
と
楽
三
七
、
雑
書
二
四
○
、
黒
田
開
拓
長

し
て
、
時
の
校
長
浅
羽
靖
が
私
有
の
全
官
（
北
海
道
及
樺
太
関
係
）
三
○
二
、

蔵
書
を
移
し
て
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
桂
将
軍
（
兵
書
戦
史
）
四
四
四
、
小
杉

浅
羽
靖
は
大
蔵
官
僚
の
出
・
明
治
二
博
士
（
温
邨
旧
蔵
書
）
三
二
九
、
図
書

十
年
私
立
北
海
英
学
校
長
に
就
任
、
以
目
録
六
四
、
営
業
目
録
（
八
九
）
、
害

後
二
十
七
年
間
に
一
日
一
り
学
園
の
経
営
に
三
六
。
上
記
数
字
は
冊
数
（
タ
ィ
ト
ル

カ
を
尽
し
、
傍
ら
私
費
を
投
じ
て
四
万
数
で
は
な
い
）
。
写
本
・
版
本
の
古
典

巻
に
余
る
和
漢
書
の
蒐
集
に
努
め
た
。
籍
に
明
治
期
の
活
字
本
を
合
せ
所
蔵
す

ま
た
浅
羽
農
場
を
興
し
、
製
塩
業
を
創
る
が
、
江
戸
期
の
も
の
に
資
料
的
価
値

め
陸
海
産
物
取
引
場
を
経
営
し
、
拓
殖
の
高
い
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
個

銀
行
を
創
設
し
、
交
通
機
関
の
整
備
等
、
々
の
書
目
に
つ
い
て
は
同
文
庫
発
行
の

実
業
家
と
し
て
も
北
海
道
の
開
発
に
功
晶
鋸
北
駕
文
庫
蔵
書
略
目
録
（
第
一

績
を
残
し
た
。
巻
）
」
（
大
正
三
年
刊
二
○
四
頁
）
を

蔵
書
の
概
要
（
昭
和
二
九
年
南
鉄
蔵
参
照
さ
れ
た
い
。

氏
の
調
査
に
よ
る
）
を
示
す
と
、
一
三
当
館
で
は
昭
和
四
十
九
年
に
二
五
二

○
三
四
冊
、
主
要
軸
物
二
九
点
、
内
点
の
文
学
関
係
書
を
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル

訳
は
、
詔
勅
一
宍
、
神
祇
二
九
九
、
宗
ム
で
収
集
し
た
が
、
今
年
度
も
二
○
○

教
九
三
一
、
経
書
一
九
五
四
、
国
史
二
点
の
収
集
を
行
う
。

七
三
四
、
漢
史
二
九
五
五
、
外
国
史
一
〔
所
在
地
〕

一
七
、
子
類
三
一
○
、
文
学
語
学
一
七
札
幌
市
豊
平
区
旭
町
四
’
一
’
四
○

六
○
、
詩
文
集
策
議
二
五
二
四
、
叢
書
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館

三
六
三
二
、
地
理
一
六
○
九
、
法
律
一
電
話
○
二
’
八
四
一
’
一
エ
ハ
一

六
七
○
、
社
会
八
四
五
、
教
育
七
三
二
、
（
文
献
資
料
部
岡
雅
彦
）

ー
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昭
和
四
十
九
年
に
当
館
に
赴
任
き
れ

て
以
来
、
当
館
の
研
究
・
業
務
、
特
に

国
文
学
研
究
に
お
け
る
情
報
処
理
シ
ス

テ
ム
活
用
の
分
野
の
研
究
・
業
務
の
確

立
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
山
中
光
一
前

研
究
情
報
部
長
が
、
平
成
二
年
三
月
を

も
っ
て
退
官
さ
れ
、
名
誉
教
授
の
称
号

を
授
与
さ
れ
た
。
な
お
、
本
年
度
か
ら

部
長
の
職
は
、
わ
た
く
し
が
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
平
成
元
年
度
の
事
業
報
告

で
あ
る
が
、
現
在
す
な
わ
ち
、
平
成
二

年
度
の
研
究
情
報
部
の
体
制
に
つ
い
て

こ
こ
に
ま
と
め
て
報
告
し
て
お
く
。

研
究
情
報
部
は
、
従
来
三
室
で
構
成

さ
れ
て
い
た
が
、
一
室
が
増
設
さ
れ
、

二
室
の
室
名
が
変
更
さ
れ
て
、
次
の
四

室
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

情
報
資
料
室
（
旧
情
報
室
）

情
報
分
析
室
（
旧
編
集
室
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
（
新
設
）

情
報
処
理
室

従
来
、
館
内
措
置
に
よ
り
設
置
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
準
備
室
で
担
当
し
て
き

た
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

順
次
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
に
移
管
さ
れ

）

研
究
情
報
部
事
業
報
告新

井
栄
蔵

&

る
。
他
の
室
の
担
当
は
、
従
来
通
り
で

あ
る
。情

報
分
析
室
は
、
末
澤
明
子
助
手
が

転
勤
し
た
後
任
と
し
て
佐
々
木
孝
浩
助

手
が
着
任
し
た
。

以
下
は
、
平
成
元
年
度
の
研
究
情
報

部
三
室
の
事
業
の
報
告
で
あ
る
。

情
報
室

情
報
室
で
は
、
館
報
発
行
、
新
聞
情

報
の
収
集
、
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

の
開
催
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
順
調

な
進
捗
を
み
た
。

新
聞
情
報
の
収
集
は
、
昭
和
四
九
年

以
来
、
国
文
学
に
関
係
す
る
新
聞
記
事

を
切
り
ぬ
き
、
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
初
期
の
も
の
の
変
色
・

劣
化
が
著
し
く
、
保
存
の
永
続
化
を
計

る
た
め
の
方
途
を
探
り
は
じ
め
た
。

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
は
十
一
月

十
日
、
十
一
日
に
開
催
、
約
九
○
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

館
報
も
例
年
ど
お
り
、
二
回
の
発
行

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

輻
集
室

「
国
文
学
年
鑑
」
（
昭
和
六
三
年
版
）

を
三
月
末
刊
行
し
た
。

）

既
報
の
よ
う
に
六
十
年
版
か
ら
雑
誌

紀
要
論
文
目
録
を
、
六
一
年
版
か
ら
は

加
え
て
新
聞
所
載
論
文
目
録
、
単
行
本

目
録
、
計
報
を
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
）
化
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
に
よ

る
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
年
鑑
で
は
そ
れ
以
外
の
部
分
に

つ
い
て
Ｃ
Ｔ
Ｓ
化
す
る
こ
と
を
避
け
、

す
で
に
今
回
で
四
回
目
を
数
え
る
Ｃ
Ｔ

Ｓ
編
集
・
校
正
に
つ
い
て
さ
ら
に
能
率

を
上
げ
る
べ
く
そ
の
作
業
手
順
の
合
理

化
に
腐
心
し
た
。

と
は
い
え
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
多

く
、
今
後
当
室
と
印
刷
所
・
出
版
者
と

の
作
業
分
担
に
つ
い
て
活
版
時
代
と
は

別
の
体
制
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

活
版
印
刷
を
む
ね
と
し
て
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
「
国
文
学

年
鑑
」
を
そ
の
ま
ま
全
く
印
刷
概
念
の

異
な
る
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
移
す
こ
と
の
困
難
は

い
ま
だ
に
作
業
の
各
所
で
生
じ
て
い
る
。

本
文
の
字
面
作
り
だ
け
で
も
、
従
来
な

ら
筋
単
に
加
朱
す
る
の
み
で
済
ん
だ
ポ

イ
ン
ト
変
化
を
校
正
紙
上
で
指
定
す
る

こ
と
の
複
雑
な
こ
と
、
右
寄
せ
．
左
寄

せ
．
割
註
の
困
難
な
こ
と
な
ど
、
活
版

時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
が

あ
る
。
そ
の
多
く
が
あ
ら
か
じ
め
様
々

な
場
合
を
考
慮
し
て
設
定
す
べ
き
編
集

プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
問
題
に
か
か
り
、
例

外
的
な
ケ
ー
ス
の
発
生
し
た
時
の
善
後

策
は
活
版
以
上
の
手
間
が
か
か
る
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
が
今
年
度
も
多
発
し
た
。

ま
た
昨
年
と
同
じ
く
一
覧
・
索
引
類
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
の
も
と
に
本
文
か

ら
抽
出
す
る
方
式
で
作
製
し
た
が
、
そ

の
配
列
の
た
め
の
カ
ナ
付
け
テ
ー
ブ
ル

を
デ
ー
タ
化
す
る
会
社
と
本
文
を
デ
ー

タ
化
す
る
印
刷
所
と
が
異
な
る
た
め
に

文
字
コ
ー
ド
等
の
不
一
致
に
よ
り
う
ま

く
配
列
で
き
な
い
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事

態
そ
の
他
に
よ
り
日
程
の
遅
延
を
招
い

た
。
以
上
の
如
き
は
現
教
官
の
み
で
は

対
応
で
き
な
い
純
粋
な
印
刷
技
術
上
の

問
題
で
も
あ
る
。
ま
た
昨
今
の
論
文
執

筆
者
の
急
激
な
増
加
に
よ
っ
て
執
筆
者

辞
書
の
完
備
は
困
難
を
極
め
、
執
筆
者

索
引
の
機
械
的
作
製
は
予
定
し
て
い
た

よ
う
に
円
滑
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
点
に
鑑
み
、
次
年
度
か
ら
Ｃ
Ｔ

Ｓ
に
即
し
た
形
態
を
目
途
と
し
た
、

「
年
鑑
」
そ
の
も
の
と
編
集
作
業
と
両

方
の
根
本
的
な
改
善
を
期
し
て
い
る
。

情
報
処
理
室

平
成
元
年
度
事
業
は
、
以
下
の
よ
う

に
実
施
し
た
。

㈲
目
録
作
成

定
常
的
な
業
務
と
し
て
、

①
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

1

－7 －



第35号 国文学研究資料館報 平成2年9月

資
料
目
録
（
一
九
八
九
）

②
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行

物
目
録
（
一
九
九
○
）

の
版
下
作
成
を
行
っ
た
。

ま
た
、
古
典
籍
総
合
目
録
（
冊
子

体
）
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
書
名
索

引
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
出
版
へ
の
対
応

を
行
っ
た
。
昭
和
六
三
年
度
開
発
し

た
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
マ
ス
タ

フ
ァ
イ
ル
作
成
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と

そ
の
改
善
に
相
当
の
作
業
量
を
要
し

た
。

口
デ
ー
タ
入
力
等

上
記
目
録
用
デ
ー
タ
及
び
そ
の
他
の

デ
ー
タ
合
せ
て
八
五
、
六
八
七
件
の

デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。

ま
た
、
業
務
用
と
し
て
一
○
○
字
、

研
究
用
と
し
て
九
六
字
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
外

字
の
作
成
を
行
っ
た
。

ヨ
シ
ス
テ
ム
開
発

以
下
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

①
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
検
索
シ
ス
テ
ム

昨
年
度
に
行
っ
た
概
要
設
計
・
基

本
設
計
に
基
づ
い
て
詳
細
設
計
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
の
た
め
の
課

金
集
計
シ
ス
テ
ム
機
能
拡
張

論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
伴

い
、
従
量
制
課
金
方
式
へ
の
対
応

【

等
の
機
能
拡
張
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
開
発
を
行
っ
た
。

③
古
典
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
デ
リ
バ

リ
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
。

本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

際
の
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
と
大
型

計
算
機
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

デ
ー
タ
デ
リ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
試

行
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
た
。

凹
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
入

東
京
工
業
大
学
ま
で
専
用
線
を
設
置

し
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
新

た
に
加
入
し
た
。
七
大
学
大
型
計
算

機
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｄ
Ｘ
ｌ

Ｐ
か
ら
接
続
替
え
を
行
っ
た
。
ま
た
、

学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
に
伴

い
、
Ｎ
ｌ
１
Ｆ
Ｅ
Ｐ
を
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ

Ｈ
２
０
か
ら
Ｄ
９
２
０
０
へ
入
換
え

た
。

固
「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
の
開
催

平
成
二
年
二
月
二
○
日
に
第
一
回

「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
国
文
学
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
係
わ
り
に
的
を
絞

り
、
事
例
報
告
を
通
じ
て
諸
問
題
を

明
確
化
し
、
そ
の
解
決
策
を
探
る
と

い
う
目
的
で
四
件
の
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

）

当
館
関
係
者
を
中
心
に
国
文
学
、
情

報
工
学
の
研
究
者
八
○
余
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

㈲
人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報
シ
ス
テ

ム
連
絡
会

今
年
度
は
二
回
開
催
し
た
。

一
回
目
は
国
立
民
族
学
博
物
館
で
開

催
し
、
主
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
外
字
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
二
回
目
は
国
立
歴
史

民
俗
学
博
物
館
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
公
開
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
他
各
種
連
絡
会
・
委
員

会
へ
出
席
し
、
連
絡
調
整
並
び
に
当

館
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
当
っ
た
。

㈹
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
等

科
学
研
究
費
に
よ
り
以
下
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
作
成
を
行
っ
た
《
）

①
古
典
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

岩
波
古
典
文
学
大
系
全
一
○
○
巻

（
約
六
○
○
作
品
）
の
う
ち
三
年

計
町
の
二
年
次
と
し
て
一
一
四
作

品
の
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。
ま

た
、
古
典
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
試

作
し
、
評
価
を
行
っ
た
。

②
原
文
献
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
枕
草
子
」
を
中
心
に
一
一
、
三

二
三
件
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

作
成
し
た
。
な
お
、
諸
般
の
情
勢

）

に
よ
り
、
実
運
用
を
目
指
し
た
シ

ス
テ
ム
開
発
は
当
面
保
留
す
る
こ

と
と
し
た
。
た
だ
し
、
研
究
開
発

は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

ｗ
そ
の
他

昭
和
六
三
年
度
に
作
成
し
た
「
マ
イ

ク
ロ
資
料
目
録
」
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
利
用
環
境
の
調
査
を
行

い
、
製
品
化
の
見
通
し
を
含
め
て
評

価
を
行
っ
た
。
概
ね
、
研
究
活
動
に

有
効
で
あ
る
と
の
評
価
を
得
た
。
ま

た
、
今
後
の
当
館
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
と
し
て
、
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
大
型
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
形
成
と
利
用
を
さ
ら
に
推
進
す

る
事
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国

文
学
者
の
個
人
対
応
の
情
報
シ
ス
テ

ム
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
望
ま

れ
て
お
り
、
多
様
な
情
報
メ
デ
ィ
ア

を
駆
使
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ス
テ
ム

提
供
に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
た
。

（
研
究
情
報
部
長
）

蕊
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当
部
が
担
当
す
る
業
務
（
資
料
の
受

入
、
整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及

び
参
考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、

展
示
等
）
は
、
平
成
元
年
度
も
順
調
に

進
展
し
た
。

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管

委
託
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
収
集
分
九

九
八
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
一

五
、
○
七
一
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。
例
年

実
施
し
て
い
る
監
査
に
際
し
て
は
、
監

査
実
施
要
領
に
基
づ
き
当
部
か
ら
検
査

貝
を
派
遣
し
、
保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

の
保
管
状
況
等
を
検
査
し
た
。

部
内
の
異
動
は
平
成
元
年
四
月
一
日

付
の
異
動
で
欠
員
と
な
っ
て
い
た
参
考

室
助
教
授
に
、
平
成
二
年
四
月
一
日
付

で
帝
塚
山
学
院
大
学
助
教
授
の
佐
伯
眞

一
氏
を
迎
え
た
。

㈲
整
理
閲
覧
室

⑪
資
料
の
受
入

平
成
元
年
度
の
受
入
資
料
数
は
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
七
八

一
リ
ー
ル
、
紙
焼
写
真
本
三
、
二
三
一

冊
）
、
図
書
（
二
、
二
八
三
冊
）
、
逐
次

刊
行
物
（
継
続
受
入
雑
誌
一
、
七
七
○

誌
ｌ
全
所
蔵
タ
イ
ト
ル
数
三
、
三
九
三

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告本

田
康
雄

タ
イ
ト
ル
）
、
雑
誌
製
本
（
六
二
七
冊
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
元
年
度

末
で
の
全
蔵
書
数
は
、
別
表
の
と
お
り

と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
一
九
八
九
年
」
版
の
刊
行
を

行
っ
た
。
又
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ

た
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
一
九
七
六
年

’
一
九
八
八
年
版
（
計
一
二
冊
分
）
の

累
積
書
名
索
引
で
あ
る
。
「
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
書
名
索
引
」
を
刊
行
し
た
。

⑧
図
書
資
料
の
整
理
等

約
二
、
五
○
○
冊
の
新
規
受
入
れ
図

書
の
整
理
を
行
い
、
カ
ー
ド
目
録
を
作

成
し
た
。
峡
作
成
、
補
修
を
例
年
通
り

行
っ
た
。

帥
古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業

五
年
計
画
の
本
事
業
が
昨
年
度
で
終

了
し
た
の
を
う
け
て
、
平
成
元
年
度
よ

り
特
定
研
究
経
費
に
よ
り
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
岩
波
書
店
「
国
書
総

目
録
」
（
本
編
八
巻
、
所
在
情
報
等
を

除
く
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
事
業
の

中
心
で
あ
り
、
平
成
元
年
度
は
約
八
五
、

○
○
○
件
の
パ
ン
チ
、
校
正
を
行
っ
た
。

ー

累
積
で
は
約
三
二
二
、
○
○
○
件
に
達

し
、
全
体
量
の
§
が
機
械
可
読
化
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
ョ
ミ
の
付
与
、

著
者
名
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
、
パ
ン

チ
・
校
正
に
引
き
続
く
一
連
の
作
業
に

全
力
を
尽
し
た
い
。

⑤
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

平
成
二
年
二
月
二
六
日
に
第
一
巻
、

三
月
二
六
日
に
第
二
巻
、
第
三
巻
（
索

引
）
が
、
予
定
通
り
出
版
さ
れ
た
。
書

誌
デ
ー
タ
数
、
約
九
万
一
千
点
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま

で
に
直
面
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

を
整
理
し
、
今
後
の
デ
ー
タ
作
成
作
業

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

⑥
閲
覧
業
務

平
成
元
年
度
は
、
来
館
利
用
に
よ
る

入
室
者
数
が
七
、
六
三
九
人
二
日
平

均
二
八
人
）
、
文
献
複
写
が
一
八
、
六

一
四
件
（
一
日
平
均
六
九
件
）
で
あ
っ

た
。
前
年
度
に
比
べ
て
、
入
室
者
数
が

四
％
、
文
献
複
写
件
数
が
一
○
％
と
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。
こ
の
複
写
件
数
の

減
少
は
、
四
月
か
ら
の
消
費
税
導
入
に

伴
う
複
写
料
金
の
値
上
げ
が
影
響
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
利
用
登
録
者
は
、

累
計
（
三
月
末
ま
で
）
で
二
二
、
八
二

六
人
に
達
し
た
。
ま
た
相
互
利
用
（
郵

送
に
よ
る
文
献
複
写
・
貸
出
）
の
申
込

受
付
は
、
一
、
九
二
四
件
で
、
前
年
度

ｰ

所蔵資料統計 に
比
べ
て
一
四
％
減
少
し
た
。

平
成
元
年
度
か
ら
、
当
館
所
蔵
原
本

（
写
本
・
版
本
）
の
マ
イ
ク
ロ
化
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
、
三
月
末
ま
で
に
約
十

五
万
コ
マ
・
七
一
六
点
の
撮
影
が
終
了

し
た
。ま

た
平
成
元
年
度
は
、
閲
覧
関
係
の

施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
に

閲
覧
室
入
口
の
ド
ア
エ
事
（
段
差
解

消
）
、
十
二
月
に
書
庫
の
工
事
（
電
動

書
架
の
点
検
、
修
理
）
と
リ
ー
ダ
ー
プ

リ
ン
タ
ー
の
機
種
更
新
、
三
月
に
利
用

案
内
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
（
静
止
画
像
に

よ
る
利
用
案
内
）
の
導
入
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
た
。

別表

(平成2年3月末現在）

〕

※他に紙焼写真による収集がある。
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豪
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58195毎
hGs

19,868リール
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な
お
、
例
年
通
り
、
四
月
末
か
ら
五

月
上
旬
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、
三

月
末
に
蔵
書
点
検
を
実
施
し
た
。

今
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
閲
覧
室

の
整
備
、
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
加
工

作
業
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
作
製
を
九

八
一
リ
ー
ル
行
っ
た
。
閲
覧
用
ポ
ジ
フ

ィ
ル
ム
は
九
八
八
リ
ー
ル
作
製
し
た
。

紙
焼
写
真
本
に
つ
い
て
は
、
多
和
文
庫

等
五
二
六
リ
ー
ル
の
焼
付
を
行
い
、
三
、

二
三
一
冊
の
製
本
を
行
っ
た
。

口
参
考
室

⑪
参
考
業
務

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充

実
と
参
考
開
架
閲
覧
室
の
維
持
に
あ
た

②
公
開
講
演
会
及
び
展
示
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
・
展
示
会
を
開
催

し
た
。

●
公
開
講
演
会

第
釦
回
（
６
月
型
日
、
於
当
館
）

「
御
伽
草
子
の
「
空
間
」
ｌ
都
・

鄙
・
異
境
な
ど
ｌ
」
ジ
ャ
ク
リ
ー

ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
（
当
館
客
員
教
授
）
、

「
百
人
一
首
の
世
界
」
神
作
光
一

（
東
洋
大
学
学
長
）
。

第
瓠
回
（
加
月
幻
日
、
於
札
幌
市
．

っ
た
。

北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
）

「
遠
景
の
人
た
ち
ｌ
夏
目
漱
石
の
世

界
ｌ
」
亀
井
秀
雄
（
北
海
道
大
学
教

授
）
、
「
世
阿
弥
に
つ
い
て
」
小
山
弘

志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
長
）
。

●
第
ｎ
回
夏
期
公
開
講
演
会
「
近
世
演

劇
ｌ
歌
舞
伎
と
人
形
浄
瑠
璃
」
（
７

月
”
日
～
調
日
、
於
当
館
）

幻
日
「
元
禄
期
の
江
戸
浄
瑠
璃
」

鳥
居
フ
ミ
子
（
東
京
女
子
大
学
教

授
）
、
「
南
北
劇
の
構
図
」
服
部
幸
雄

（
千
葉
大
学
教
授
）
。

記
日
「
近
松
の
「
義
理
」
」
原
道
生

（
明
治
大
学
教
授
）
、
「
近
松
の
発
見

し
た
世
話
〈
悲
劇
〉
の
意
味
ｌ
「
心

中
天
の
網
島
」
に
よ
っ
て
ｌ
」
廣
末

保
。

羽
日
「
元
禄
期
の
「
芝
居
小
屋
」
」

守
屋
毅
（
国
立
民
族
学
博
物
館
助
教

授
）
、
「
歌
舞
伎
の
台
帳
」
土
田
衛

〈
大
阪
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
ｃ

●
第
肥
回
特
別
展
示

「
新
収
資
料
展
ｌ
昭
和
㈹
～
館
年
度

期
」
（
ｎ
月
１
日
～
過
日
。
「
国
文
学

研
究
資
料
館
特
別
展
示
目
録
吃
」
を

刊
行
）

●
常
設
展
示

第
但
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
４

月
〃
日
～
７
月
１
日
）
。

第
哩
回
「
平
安
朝
物
語
」
（
７
月
Ⅳ

ー

国
文
学
研
究
資
料
館
報
第
三
十
四

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
当

館
で
は
、
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

に
向
け
て
の
試
行
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
的
な
問
題
は
、
お

お
む
ね
解
決
で
き
て
試
行
に
踏
み
き
り

ま
し
た
が
、
実
際
の
公
開
ま
で
に
は
、

な
お
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
付

帯
的
な
問
題
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

の
面
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
の
面
で

も
、
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
館
内
で
検
索
の
試
行
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
他
機
関
の
協
力
を
頂

き
そ
れ
ら
の
機
関
か
ら
の
検
索
の
試
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
も
問

題
点
が
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
一
つ

一
つ
解
決
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

日
～
、
月
皿
日
）
。

第
娼
回
「
江
戸
か
ら
明
治
へ
」
〈
哩

月
７
日
～
３
月
型
日
）
。

な
お
、
第
吃
回
夏
期
公
開
講
演
会
の

筆
録
集
で
あ
る
「
近
世
演
劇
ｌ
歌
舞
伎

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
試
行

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ー

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
準
備
室

近
々
、
館
外
に
モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
し

て
検
索
の
試
行
を
行
う
予
定
で
す
。
そ

の
場
合
も
、
い
ろ
い
ろ
の
問
題
点
が
出

て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

も
一
つ
一
つ
解
決
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

や
が
て
今
年
度
か
ら
新
設
き
れ
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
室
の
業
務
実
施
の
諸
条
件

が
整
備
き
れ
次
第
、
国
文
学
論
文
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
関
係
の
業
務
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
準
備
室
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

室
に
移
管
さ
れ
、
よ
り
整
っ
た
体
制
で

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
現
在
の
見
通

し
で
は
、
特
に
問
題
が
生
じ
な
い
か
ぎ

り
、
平
成
四
年
四
月
に
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
般
公
開
に
踏
み
切
れ

る
条
件
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

と
人
形
浄
瑠
璃
（
国
文
学
研
究
資
料
館

講
演
集
Ⅱ
）
」
を
刊
行
し
、
大
学
図
書

館
等
へ
の
寄
贈
の
ほ
か
、
希
望
者
に
も

配
布
し
て
い
る
。

（
整
理
閲
覧
部
長
）
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国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員

任
期
平
成
２
年
７
月
１
日
～
平
成
４
年
６
月
訓
日

阿
部
秋
生
東
京
大
学
名
讐
数
授
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授

秋
山
震
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
救
援
・
東
京
大
学
名
替
軟
桟

有
馬
朗
人
東
京
大
学
長

井
内
慶
次
郎
東
京
国
立
博
物
館
長

猪
瀬
博
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
・
墓
鼎
大
学
名
誉
敬
授

今
井
源
衛
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
軟
授
・
九
州
大
学
嘱
誉
軟
授

上
山
春
平
京
都
国
立
博
物
館
長
・
京
郁
大
学
名
特
軟
投

小
田
切
進
立
教
大
学
名
誉
敬
授
・
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長

加
藤
周
一
東
京
郁
立
中
央
図
書
館
長

京
極
純
一
東
京
女
子
大
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
軟
授

児
玉
幸
多
学
習
院
大
学
名
誉
教
授

斎
藤
正
日
本
芸
術
文
化
握
興
会
会
長

阪
倉
篤
義
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
孜
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授

田
中
裕
大
阪
大
学
名
誉
牧
授

土
田
直
鎖
岡
立
歴
史
民
俗
博
物
煎
腿
・
東
京
大
学
名
讐
軟
投

坪
井
清
足
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長

林
大
同
立
岡
謡
研
究
所
名
梼
所
目

秀
村
選
三
久
留
米
大
学
比
鮫
文
化
研
究
所
敏
授
・
九
州
大
学
名
讐
敏
授

尾
藤
正
英
川
村
学
園
女
子
大
学
文
学
部
軟
授
・
東
京
大
学
名
脊
救
松

宮
川
満
大
阪
軟
宵
大
学
渦
撚
軟
投

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
協
議
員

任
期
平
成
２
年
８
月
１
日
～
平
成
４
年
７
月
剖
日

有
吉
保
日
本
大
学
文
理
学
部
軟
投

伊
藤
正
義
大
阪
市
立
大
学
文
学
郁
收
投

石
井
進
東
京
大
学
文
学
部
軟
授

稲
賀
敬
二
放
送
大
学
ビ
デ
オ
学
洞
七
・
／
タ
ー
良
・
広
胤
大
学
名
梯
敗
松

大
口
勇
次
郎
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
軟
育
学
部
放
授

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
軟
授

小
林
清
治
吸
北
学
院
大
学
文
学
部
軟
提
・
隈
間
大
学
筋
併
敗
授

佐
竹
昭
廣
成
域
大
学
文
農
学
部
孜
授
・
京
邸
大
学
名
待
孜
授

平
澤
五
郎
慶
庫
晁
覗
大
学
附
風
研
究
所
斯
適
文
庫
長
・
同
敬
授

水
谷
静
夫
東
京
女
ｆ
大
学
文
理
学
部
軟
投

浅
井
潤
子
国
文
学
研
究
資
料
鮪
史
料
館
教
授

ｰ

新
井
栄
蔵

岡
雅
彦

鶴
岡
実
枝
子

長
谷
川
強

本
田
康
雄

松
野
陽
一

森
安
彦

安
永
尚
志

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
３
年
３
月
訓
日

伊
藤
敬
鷹
女
子
大
学
文
学
郁
軟
授

表
章
法
政
大
学
文
学
部
牧
授
・
能
楽
研
究
所
長

平
林
盛
得
宮
内
庁
嘗
陵
部
図
書
鋼
在
官

富
士
昭
雄
駒
泥
大
学
文
学
部
敬
授

藤
岡
忠
美
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
敏
捷

山
下
宏
明
墹
古
曜
大
学
文
学
部
收
授

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
瓠
日

荒
木
尚
熊
本
大
学
文
学
部
軟
投

石
川
真
弘
佛
敬
大
学
文
学
部
軟
授

木
村
正
中
学
判
院
大
学
文
学
部
收
授

服
部
幸
雄
千
億
大
学
文
学
部
教
授

文
献
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
別
日

池
内
輝
雄
大
没
女
子
大
学
短
期
大
学
部
敬
授

獅
斐
高
成
機
大
学
文
学
部
牧
授

遠
藤
宏
成
餓
大
学
文
学
部
軟
投

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
軟
投

小
島
孝
之
立
牧
大
学
文
学
部
軟
提

小
町
谷
照
彦
東
京
学
裟
大
学
敬
育
学
部
教
授

滝
藤
満
義
横
浜
同
立
大
学
敬
育
学
部
敗
授

田
中
榮
一
新
掛
大
学
軟
育
学
部
軟
授

野
山
嘉
正
東
京
大
学
文
学
部
助
敬
授

国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
雑
部
敦
授

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
敬
授

国
文
学
研
究
資
料
館
整
理
閲
覧
部
教
授

同
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
軟
授

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授

国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
孜
授

ｰ

安原浜

田野

尚道卓

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運
用
委
員
会
委
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
剖
日

石
田
晴
久
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

稲
岡
耕
二
上
卿
大
学
文
学
部
戦
授

井
上
如
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
軟
授

大
橋
琢
也
同
立
国
会
図
書
航
総
勝
部
情
報
処
理
課
催

杉
田
繁
治
同
立
民
族
学
博
物
館
鮪
五
研
究
部
敬
授

土
田
衞
大
阪
女
子
大
学
名
誉
教
栂

照
井
武
彦
国
立
朧
史
民
俗
博
物
鯨
情
報
資
料
研
究
部
收
授

西
村
恕
彦
東
京
展
工
大
学
工
学
部
紋
授

濱
田
啓
介
京
都
大
学
教
養
部
敦
授

星
野
聰
』
帆
祁
大
学
大
珊
前
陳
橘
七
・
／
タ
ー
軟
授

堀
内
秀
晃
荷
山
学
院
大
学
文
学
部
敬
授

水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
軟
授

村
上
學
私
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
敗
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
別
日

ア
ラ
ン
・
タ
ー
ニ
ー
澗
泉
女
子
大
学
文
学
部
軟
投

粂
川
光
樹
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
敬
授

芳
賀
徹
東
京
大
学
教
養
学
部
数
授

平
岡
敏
夫
筑
波
大
学
文
芸
・
貫
柵
学
系
軟
授

福
田
秀
一
同
際
基
督
軟
大
学
軟
養
学
部
敬
授

山
下
宏
明
名
古
賊
大
学
文
学
部
軟
授

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
４
年
３
月
別
日

稲
賀
敬
二
放
送
大
半
広
闘
ビ
デ
オ
学
胃
七
・
参
タ
ー
長

大
曽
根
章
介
中
央
大
学
文
学
部
敬
松

崎
倉
岑
青
山
学
院
大
学
文
学
部
牧
提

鳥
越
文
藏
早
稲
田
大
学
文
学
部
敬
授

道生也

山
口
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

明
治
大
学
文
学
部
放
授

青
山
学
院
大
学
文
学
部
敬
授
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青
柳
隆

石
川

伊
藤
一

上
野
英

字
田
敏

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
～
平
成
３
年
３
月
剖
日

〔
北
海
道
・
東
北
〕

家
井
美
千
子
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
簿
帥

石
井
由
紀
夫
北
海
道
敬
育
大
学
釧
蹄
分
校
助
教
授

加
藤
幸
一
興
判
大
学
文
学
部
撫
師

上
岡
勇
司
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
教
栂

菊
地
仁
山
形
大
学
人
文
学
部
助
教
授

今
野
厚
子
尚
綱
女
学
院
短
期
大
学
助
敬
授

佐
藤
晃
山
形
女
子
短
期
大
学
講
師

鈴
木
則
郎
東
北
大
学
文
学
部
教
授

寺
島
恒
世
山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
擬

名
子
喜
久
雄
山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
授

播
摩
光
寿
國
學
院
女
子
短
期
大
学
助
教
授

山
本
陽
史
山
形
大
学
教
養
学
部
簿
師

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
３
年
３
月
別
日

淺
野
次
郎
東
京
大
学
附
属
図
書
鮪
事
務
部
長

雨
森
弘
行
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
事
繋
部
長

菊
地
勇
次
郎
大
正
大
学
文
学
部
教
授

坂
下
精
一
国
立
国
会
図
書
館
側
書
部
叫
書
藍

柴
田
光
彦
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
捉

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
牧
育
学
部
教
授

森
川
彰
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

中
野
三
敏
九
州
大
学
文
学
部
教
授

水
原
一
駒
沢
大
学
文
学
部
教
援

〔
関
東
〕

彦二男 了 志

東
京
成
僅
短
期
大
学
簿
師

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

東
京
学
芸
大
学
敬
育
学
部
助
手

成
城
大
学
文
芸
学
部
助
教
授

戸
板
女
子
短
期
大
学
教
授

ｰ

稲
垣
泰
一

稲
田
篤
信

大
島
信
生

大
谷
俊
太

岡
本
勝

木
越
治

黒
田
彰

塩
村
耕

鈴
木
孝
庸

高
木
元

玉
城
司

長
島
弘
明

西
村
聡

服
部
直
子

深
津
睦
夫

安
田
徳
子

柳
澤
良
一

矢
野
貫
一

山
本

渡湯山松牧藤播花棚田武鈴鈴佐近紙表
〔
中
部
〕

辺沢中井野田本田橋中井木木藤藤

き
よ
し

宏
行

瑞
男悟

健
一

俊
幸

和
人

大
士

正
博

富
二
夫

眞
一

洋
治

和
夫

健
児

玲
子

質
幸

憲
司

金
城
学
院
大
学
文
学
部
教
授

富
山
大
学
教
養
部
助
教
授

皇
學
館
大
学
文
学
部
助
手

南
山
大
学
文
学
部
助
教
授

愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

金
沢
大
学
教
養
部
助
教
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

椙
山
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

新
潟
大
学
教
養
部
助
教
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
講
師

滴
泉
女
学
院
短
期
大
学
講
師

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
教
授

金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授

愛
知
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

皇
學
館
大
学
文
学
部
講
師

聖
徳
学
園
岐
阜
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

金
沢
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
教
授

金
沢
大
学
教
育
学
部
助
教
授

国
士
舘
短
期
大
学
講
師

文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
講
師

共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
助
教
授

実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

東
京
大
学
教
養
学
部
助
手

国
士
舘
短
期
大
学
講
師

埼
玉
大
学
教
養
学
部
助
教
授

土
浦
短
期
大
学
淵
帥

帝
京
大
学
文
学
部
助
敬
授

大
式
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

大
東
文
化
大
学
文
学
部
譜
師

東
京
成
惚
短
期
大
学
蝿
師

実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
学
院
短
期
大
学
講
師

按
政
大
学
能
楽
研
究
所
離
任
所
員

筑
波
大
学
文
農
・
首
朋
学
系
助
牧
捉

立
牧
大
学
文
学
部
牧
授

綿
抜
豊
昭

和
田
道
子

〔
近
畿
〕

浅
見
緑

安
達
敬
子

高
橋
圭
一

田
中
貴
子

千
葉
真
也

藤
田
眞
一

藤
原
克
巳

吉
海
直
人

〔
中
国
・
四
国
〕

尚
田
耕
一

阿
部
真
司

石
川

工
藤
進
思
郎

久
保
田
啓
一

中
川
博
夫

中
村
康
夫

松
尾
葦
江

松
原
秀
明

宮
田
尚

美
山
靖

余
田
充

〔
九
州
〕

池
宮
正
治

板
坂
耀
子

井
上
敏
幸

今
井
明

小
川
豊
生

川
村
裕
子

関
根
賢
司

園
田
豊

竹
村
信
治

中
本
環

中
山
右
尚

ｰ

琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授

福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
教
授

鹿
児
島
短
期
大
学
講
師

鹿
児
島
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

活
水
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

琉
球
大
学
法
文
学
部
助
教
授

北
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

福
岡
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
教
授

働
根
大
学
法
文
学
部
助
敬
授

高
知
隆
科
大
学
Ⅸ
学
部
助
敬
授

広
闘
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

岡
山
大
学
文
学
部
教
授

梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
漁
師

憶
島
大
学
敦
養
部
助
教
授

鳥
取
大
学
医
擬
技
術
短
期
大
学
部
助
数
授

鳥
取
大
学
教
育
学
部
助
教
授

金
刀
比
羅
宮
凶
書
館
嘱
託

梅
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
敬
授

愛
媛
大
学
法
文
学
部
数
授

四
国
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

大
谷
大
学
文
学
部
特
別
研
條
員

京
都
大
学
文
学
部
助
手

大
谷
女
子
大
学
文
学
部
講
師

池
坊
短
期
大
学
簿
師

相
愛
大
学
人
文
学
部
助
教
授

京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
助
敬
授

神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授

側
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
簿
師

富
山
女
子
短
期
大
学
簿
師

中
京
大
学
教
養
部
助
教
授
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山
田
洋
嗣
欄
間
大
学
人
文
学
部
助
敬
授

若
木
太
一
任
崎
大
学
軟
養
部
軟
投

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
Ｉ
平
成
３
年
３
月
別
日

青
山
殻
元
側
同
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

白
石
良
夫
文
郎
街
初
等
中
等
敬
育
局
教
科
客
課
牧
朴
卉
濁
査
官

棚
町
知
彌
園
田
学
園
女
子
大
学
文
学
部
敬
提
近
松
研
究
所
長

任
期
平
成
２
年
４
月
肥
日
～
平
成
３
年
３
月
別
日

前
田
雅
之
東
京
女
学
館
短
期
大
学
講
師

任
期
平
成
２
年
５
月
ｎ
日
～
平
成
３
年
３
月
訓
日

青
木
間
平
国
学
院
大
学
文
学
部
助
数
授

鈴
木
豊
文
敬
女
子
短
期
大
学
講
師

辻
勝
美
日
本
大
学
文
理
学
部
講
師

共
同
研
究
員

任
期
平
成
２
年
４
月
１
日
１
平
成
３
年
３
月
別
日

課
題
名
「
南
北
朝
期
古
今
集
注
釈
書
の
研
究
」

武
井
和
人
埼
玉
大
学
救
餐
学
部
肋
敬
授

久
保
木
壽
子
白
悔
学
閥
短
期
大
学
嫌
師

清
水
素
子
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

末
澤
明
子
船
岡
女
学
院
短
期
大
学
助
敬
授

深
津
睦
夫
皇
学
館
大
学
舞
師

吉
川
栄
治
早
稲
田
大
学
非
常
勤
簿
師

和
田
道
子
中
京
大
学
数
養
部
肋
牧
柊

課
題
名
「
松
宇
文
庫
の
調
査
研
究
」

雲
英
末
雄
早
稲
田
大
学
文
学
部
救
援

加
藤
定
彦
立
戦
火
学
一
般
救
育
部
敬
提

櫻
井
武
次
郎
籾
和
女
子
大
学
文
学
部
救
授

塩
崎
俊
彦
神
戸
山
手
女
子
翅
期
大
学
出
師

田
中
善
信
武
猛
野
女
子
大
学
文
学
部
牧
提

中
野
沙
恵
東
京
女
子
隆
科
大
学
恢
学
邸
卿
帥

藤
田
眞
一
京
郁
府
砿
大
学
女
子
測
期
大
学
部
肋
牧
授

母
利
司
朗
岐
阜
大
学
敬
育
学
部
助
数
提

森
川
昭
東
京
大
学
文
学
部
軟
授

ｰ

矢
羽
勝
幸
上
田
女
子
短
期
大
学
牧
授

課
題
名
「
江
戸
初
期
以
前
の
演
能
配
録
の
総
合
的
研
究
」

表
章
法
政
大
学
文
学
部
牧
授
能
樂
研
究
所
腿

表
き
よ
し
同
士
航
撤
期
大
学
猟
師

竹
本
幹
夫
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
牧
概

棚
町
知
弥
側
出
学
別
女
子
大
学
文
羊
朏
敬
授
近
松
研
究
所
腿

橋
本
朝
生
山
梨
大
学
牧
育
学
部
数
捉

三
宅
晶
子
目
白
学
側
女
子
迩
期
大
学
猟
師

課
題
名
「
法
会
と
唱
導
文
学
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」

佐
藤
道
子
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
長

千
本
英
史
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
肋
放
提

土
谷
恵
消
泉
女
子
大
学
非
常
勤
側
帥

永
村
眞
日
本
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

水
尾
寂
芳
叡
山
学
院
獅
師

課
題
名
「
日
本
文
学
の
特
質
」
ｌ
西
行
の
研
究
ｌ

ウ
ィ
リ
ア
今
ラ
フ
ル
ー
ア
同
文
学
研
究
青
料
煎
群
Ⅱ
戦
概

大
隈
和
雄
吸
京
女
子
火
学
欠
踊
学
部
放
授

久
保
田
淳
姫
点
大
学
文
学
部
敬
捉

坂
部
恵
東
京
大
学
文
学
側
救
援

高
木
き
よ
子
元
東
洋
大
戦
典
雅
部
牧
捉

目
崎
徳
術
秋
草
学
側
短
期
大
学
副
学
長

山
田
昭
全
大
正
大
学
文
学
部
牧
捉

第
妬
回
常
設
展
示

幻
月
賜
日
側
～
吃
月
泥
日
山

日
曜
・
祝
日
を
除
く

於
展
示
室

徒
然
草

ｰ

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
繊
録
（
第
旧
回
）

あ
い
さ
つ
小
山
弘
と

研
究
発
炎

江
戸
初
期
柵
文
献
に
よ
る
測
色
史

ポ
ー
ル
・
・
ン
ヤ
ロ
ウ

杜
甫
の
「
存
望
」
と
芭
蕉
蒋
元
祥

江
戸
時
代
の
漠
時
と
リ
ア
リ
ズ
ム

マ
ル
グ
リ
ヅ
ト
・
大
矢

『
春
雨
物
語
」
「
目
ひ
と
つ
の
神
」
の
世
界

金
玉
姫

江
戸
文
埴
に
お
け
る
『
水
跡
伝
」
受
容
の
形
跡

胡
凱

「
Ⅷ
兄
八
犬
仏
』
の
腿
女
た
ち
小
弁
野
放

以
Ⅲ
徽
石
の
独
竹
と
小
脱
と
の
か
か
わ
り

ｌ
「
三
四
郎
』
に
お
け
る
「
笈
」
ｌ

村
秋
椎

Ｈ
本
近
代
文
学
に
お
け
る
両
洋
滴
劇
受
群

ｌ
森
鴎
外
を
中
心
に
Ｉ

金
子
幸
代

公
開
簿
演

戯
作
の
作
若
・
作
肴
の
戯
作

ス
ミ
エ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

作
琴
と
佐
助

ｌ
「
読
む
」
と
い
う
事
Ｉ

案
恨
平

ｄ
ｆ

ｒ
叩
即
《
、
己
心
夕

日
栂
お
よ
び
研
究
典
会
の
経
過

参
加
新
名
簿

同
際
Ⅱ
本
文
学
研
究
換
金
委
仙
金
箔
柳
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彙
報

９年２

委
貝
会
日
詫

成平
平
成
二
年

５
月
Ⅳ
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一

回
）

５
月
調
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
総
会
）

６
月
８
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
貝
会
（
第
一
回
）

６
月
幻
日
文
献
目
録
委
貝
会
（
第

評
鰻
貝
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が
平
成
二

年
七
月
十
一
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

会
長
に
阿
部
評
議
員
が
、
副
会
長
に
児

玉
評
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
議

事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
の
選
考
、

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の
承
認
、

管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
元
年
度
事
業

報
告
及
び
平
成
三
年
度
概
算
要
求
に
つ

い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

９
月
７
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

７
月
釦
日
文
献
目
録
委
員
会
（
第

７
月
６
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

回

一

回
一

一

回
…

文
部
省
内
地
研
究
貝

伊
藤
一
男

現
職
東
京
学
芸
大
学
教
育
学

外
国
人
研
究
員

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
フ
ル
ー
ア

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

現
職
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
東
ア

ジ
ア
言
語
文
化
部
教
授

研
究
題
目
西
行
の
研
究

期
間
平
成
２
年
４
月
１
日
～

平
成
２
年
８
月
剖
日

運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
二
年
六
月
十
九
日
（
火
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
名

誉
教
授
の
候
補
者
、
管
理
運
営
の
概
況
、

平
成
元
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
三
年

度
概
算
要
求
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

た
。

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
二
年
九
月
六
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

会
長
に
長
谷
川
運
営
協
議
員
が
、
別
会

長
に
佐
竹
運
営
協
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
た
。
議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料

館
長
候
補
者
の
推
薦
、
教
官
人
事
及
び

管
理
運
営
の
概
況
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

ー

外
国
出
張

本
田
康
雄

歌
野
博

渡
航
先

私
学
研
修
員

丹
羽
邦
男

現
職

平
現 川期

間
目
的

研
究
題
目

期
間

研
究
題
目

部
助
手

研
究
題
目
古
代
散
文
に
お
け
る
和

歌
詠
作
過
程
の
研
究

期
間
平
成
２
年
９
月
１
日
～

平
成
３
年
２
月
犯
日

職新

連
合
王
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、

西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

在
欧
州
日
本
古
典
籍
の

調
査
研
究
（
本
田
）

欧
州
に
存
在
す
る
日
本

神
奈
川
大
学
経
済
学
部

教
授

明
治
期
土
地
所
有
関
係

帳
簿
・
絵
図
の
研
究

平
成
２
年
４
月
１
日
～

平
成
３
年
３
月
別
日

東
北
大
学
教
養
部
助
教

授近
世
漁
村
史
料
の
研
究

平
成
２
年
９
月
１
日
～

平
成
３
年
２
月
犯
日

ー

海
外
研
修
旅
行

松
方
純

長
谷
川
強

小
峯
和
明

渡
航
先

目
的

安
藤
正
人

渡
航
先

目
的

期
間

期
間

古
典
籍
に
関
す
る
目
録
、

所
在
情
報
の
調
査
と
そ

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

撮
影
の
連
絡
調
整
及
び

「
古
典
籍
総
合
目
録
」

の
普
及
と
目
録
作
成
の

指
導
（
歌
野
）

期
間
平
成
２
年
５
月
皿
日
～

平
成
２
年
５
月
弧
日

フ
ラ
ン
ス

在
仏
国
文
学
資
料
の
所

在
調
査

平
成
２
年
９
月
型
日
～

平
成
２
年
９
月
知
日

オ
ラ
ン
ダ

第
３
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
出
席
並
び
に
オ
ラ
ン

ダ
王
立
文
書
館
学
校
資

料
収
集
及
び
調
査
研
究

平
成
２
年
９
月
８
日
～

平
成
２
年
９
月
Ｍ
日
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人
事
異
動
〈
平
成
２
年
３
月
～
平
成
２

年
８
月
）

（
採
用
）
平
成
２
年
４
月
１
日
付

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）

佐
々
木
孝
浩

森
安
彦

渡
航
先

安
藤
正
人

渡
航
先

目
的

期
間

期 渡
航
先
韓
国

目
的
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
通
信
に

関
す
る
合
同
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
出
席

期
間
平
成
２
年
７
月
４
日
～

平
成
２
年
７
月
８
日

目
的 間

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル

国
際
歴
史
学
会
議
出
席

並
び
に
各
国
文
書
館
等

の
視
察
・
調
査

平
成
２
年
８
月
加
日
～

平
成
２
年
９
月
ｎ
日

マ
レ
ー
シ
ア

国
際
文
書
館
評
議
会
第

８
回
総
会
出
席
及
び
マ

レ
ー
シ
ア
国
立
文
書
館

施
設
見
学

平
成
２
年
７
月
肥
日
～

平
成
２
年
７
月
〃
日

文
部
教
官
（
整
理
閲
覧
部
助
教
授
）

佐
伯
眞
一
（
帝
塚
山
学
院
大
学
助
教

授
か
ら
）

文
部
教
官
（
史
料
館
助
教
授
）

丑
木
幸
男
（
群
馬
県
立
中
央
高
等
学

校
教
諭
か
ら
）

文
部
教
官
（
史
料
館
助
手
）

大
友
一
雄
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
研

究
員
か
ら
）

（
転
入
）
平
成
２
年
４
月
１
日
付

文
部
事
務
官
（
管
理
部
長
）

吉
池
孝
道
（
群
馬
工
業
高
等
専
門
学

校
か
ら
）

文
部
事
務
官
（
管
理
部
付
）

益
田
義
孝
（
北
海
道
大
学
か
ら
）

文
部
事
務
官
（
庶
務
課
課
長
補
佐
）

正
木
忠
夫
（
東
京
大
学
か
ら
）

文
部
事
務
官
（
会
計
課
課
長
補
佐
）

千
葉
勝
志
（
東
京
大
学
か
ら
）

（
昇
任
）
平
成
２
年
４
月
１
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
教
授
）

岡
雅
彦
（
同
助
教
授
か
ら
）

文
部
教
官
（
史
料
館
教
授
）

鶴
岡
実
枝
子
（
同
助
教
授
か
ら
）

文
部
教
官
（
史
料
館
教
授
）

浅
井
潤
子
（
同
助
教
授
か
ら
）

文
部
教
官
〈
史
料
館
助
教
授
）

安
藤
正
人
（
同
助
手
か
ら
）

（
転
出
）
平
成
２
年
４
月
１
日
付

文
部
事
務
官
（
管
理
部
長
）

シ

大
嶋
浩
（
国
立
教
育
研
究
所
へ
）

文
部
事
務
官
（
庶
務
課
課
長
補
佐
）

佐
藤
整
（
東
京
大
学
へ
）

文
部
事
務
官
（
会
計
課
課
長
補
佐
）

石
渡
孝
義
（
東
京
大
学
へ
）

（
停
年
退
職
）
平
成
２
年
３
月
別
日
限

り文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
教
授
）

山
中
光
一

文
部
教
官
（
史
料
館
教
授
）

安
澤
秀
一
（
明
海
大
学
就
職
）

文
部
教
官
〈
史
料
館
教
授
）

原
島
陽
一

（
辞
職
）
平
成
２
年
３
月
副
日
付

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
手
）

末
澤
明
子
（
福
岡
女
学
院
短
期
大
学

就
職
）

（
客
員
教
授
）
平
成
２
年
４
月
１
日
～

平
成
３
年
３
月
訓
日

文
献
資
料
部
宮
次
男
（
実
践
女
子

大
学
教
授
）

（
併
任
）
平
成
２
年
４
月
１
日
付

研
究
情
報
部
長
新
井
栄
蔵

（
併
任
）
平
成
２
年
４
月
１
日
～

平
成
２
年
９
月
鋤
日

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

位
藤
邦
生
（
広
島
大
学
助
教
授
）

（
配
置
換
）
平
成
２
年
６
月
８
日
付

文
部
事
務
官
（
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

益
田
義
孝
（
管
理
部
付
か
ら
）

ー

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
の
表

彰
国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
２
年
３
月
瓠

日
付
け
で
、
次
の
二
名
の
方
に
表
彰
状

を
授
与
し
、
記
念
品
の
銀
杯
を
贈
呈
し

た
。

○
山
中
光
一
（
研
究
情
報
部
教
授
）

○
原
島
陽
一
（
史
料
館
教
授
）

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の
称
号

授
与国

文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
称
号

授
与
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
２
年
７
月

Ⅱ
日
付
け
で
、
次
の
二
名
の
方
に
称
号

が
授
与
さ
れ
た
。

○
山
中
光
一
大
正
鴫
年
４
月
妬
日
生

昭
和
⑱
年
４
月
１
日
か
ら
助
教
授
と

し
て
在
職
、
引
続
き
昭
和
師
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
２
年
３
月
瓠
日
ま
で

教
授
と
し
て
在
職
。

○
安
澤
秀
一
大
正
巧
年
吃
月
２
日
生

昭
和
調
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２
年

３
月
釧
日
ま
で
教
授
と
し
て
在
職
。識
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国文学研究資料館

国 際 日 本 文学研究集会第14回

14thlnternationalConferenceonJapaneseLiteratureinJapan

とき：平成2年11月16日（金）～17日（土）ところ：国文学研究資料館

11月16日（金）

あいさつ（13：20～）

研究発表(13:30～17:15)

①「桃太郎」における鬼退治の意味

②説経節｢小栗｣における中世から近世へ

③朝鮮通信使と歌舞伎

④虫籠をめく．る詩歌史管見

⑤漢詩文：広大な精神文化的空間
一明治初期中､日文人による漢詩応酬の一例一

⑥森鴎外の「高瀬舟」と外国文学

11月17日（土）

研究発表(10:30～）

⑦韓国モダニストの日本文学受容
一李箱詩と横光利一をめぐって－

⑧島尾敏雄『日の移るい」試論

⑨水上文学と中国

小山弘志（国文学研究資料館長）

呉 讃 旭 ( 東 京 都 立 大 学 大 学 院 ）

NicolaLISCUTIN(早稲田大学大学院）

朴賛基（二松学舎大学大学院）

鈴木健一（東京大学）

葉英樹（東京大学大学院）

張小玲（甲南女子大学大学院）

佐野正人（東北大学大学院）

PhilipGABRIEL(コーネル大学大学院）

何森耀（上海師範大学）

公 開講演 (13:20～）一聴溝無料一

用 語

参加費

申込 方 法

参加III込締切

連絡先

平家物語の文章の研究

王朝の楽人達
一音楽史の一断面一

KarelFIALA(チェコスロバキア･科学アカデミー

東洋研究所常任研究員）

綱島和夫（上野学園大学教授）

日本語

4,000円

はがきに①氏名（ふりがな）②住所③現職（所属）④専攻を記してお申し込みください。

平成2年10月31日（火）当日受付もいたします。

国文学研究資料館研究情報部情報資料室内

国際日本文学研究集会事務局

〒142東京都品川区豊町1-16-10電話03(785)7131内線402･241｡
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◆
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
変

更
に
つ
い
て

こ
の
た
び
宮
城
県
の
盟
竃
神
社
（
磯

貝
洋
一
宮
司
）
、
宮
城
県
図
書
館
（
郷

古
康
郎
館
長
）
の
格
別
の
御
配
慮
に
よ

り
、
当
館
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
資
料
の

複
写
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
を
次
の
と
お
り

変
更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

川
聾
竃
神
社

こ
れ
ま
で
盟
竃
神
社
の
マ
イ
ク
ロ
資

料
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
は
「
Ｄ
」
（
事
前

許
可
）
で
し
た
が
、
「
Ａ
」
（
事
後
報

告
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
該
当

す
る
溌
竈
神
社
の
資
料
は
、
「
マ
イ
ク

ロ
資
料
目
録
一
九
八
三
年
」
〈
第
７
冊
）

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈲
宮
城
県
図
書
館
（
伊
達
文
庫
）

こ
れ
ま
で
宮
城
県
図
書
館
（
伊
達
文

庫
）
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
サ
ー
ビ
ス
区

分
は
「
Ｃ
」
（
事
前
許
可
）
で
し
た
が
、

「
Ｂ
」
（
事
後
報
告
、
ポ
ジ
作
成
は
不

可
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
該
当

す
る
宮
城
県
図
書
館
（
伊
達
文
庫
）
の

資
料
は
、
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九

八
二
年
」
（
第
６
冊
）
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
し

◆
所
蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
の
マ
イ

ク
ロ
化
に
つ
い
て

当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
所
蔵
原
本

（
写
本
・
版
本
）
は
、
ご
く
一
部
し
か

マ
イ
ク
ロ
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
者

の
方
か
ら
複
写
申
込
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
都
度
、
撮
影
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。こ

う
し
た
状
態
を
改
善
す
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
、
当
館
所
蔵
原
本
の
マ
イ

ク
ロ
化
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
昨
年
度

は
、
約
十
五
万
コ
マ
・
七
一
六
点
の
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年

度
の
二
倍
の
三
十
万
コ
マ
の
予
定
で
、

撮
影
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
行

う
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
と
も
な
い
、
当

館
所
蔵
原
本
の
撮
影
は
、
外
部
委
託

（
外
注
）
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
文
庫
番
号
は
、
襲
竃
神
社
が

「
翅
」
、
宮
城
県
図
書
館
（
伊
達
文
庫
）

が
「
卯
」
で
す
。

◆
閲
覧
利
用
案
内
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

こ
の
た
び
閲
覧
室
に
閲
覧
利
用
案
内

■
？
６
０
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
６
９
Ｂ
０
０
６
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
Ｉ
Ｉ
０

◆
新
指
定
貴
重
書

当
館
で
は
、
新
規
受
入
図
書
の
中
か

ら
、
特
に
資
料
的
価
値
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の
を
選
ん
で
、
貴
重
書
に
指

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
次
の

資
料
三
点
が
新
た
に
貴
重
書
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
館
の

貴
重
書
は
、
計
七
五
点
と
な
り
ま
し
た
。

。
「
扇
の
草
紙
」
（
写
）

。
「
保
元
物
語
・
平
治
物
語
」

（
写
・
室
町
後
期
）

。
「
太
平
記
紗
」
（
刊
・
慶
長
）

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
は
、
「
資
料
利

用
案
内
」
を
画
像
化
し
た
も
の
で
、
利

用
者
自
ら
簡
単
な
キ
ー
操
作
で
閲
覧
利

用
に
必
要
な
画
像
情
報
（
静
止
画
像
）

を
選
択
で
き
る
も
の
で
す
。
初
め
て
来

館
さ
れ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
「
共
同
利
用
の
て
び
き
」
’
九
九
○

年
版
の
作
成
に
つ
い
て

当
館
で
は
、
創
設
以
来
、
共
同
利
用

機
関
と
し
て
全
国
の
利
用
者
の
皆
様
に

均
等
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
を
特
に
重
視
し
、

ぱ

◆
参
考
開
架
図
書
の
配
架
に
つ
い
て

三
階
参
考
開
架
閲
覧
室
の
改
装
に
と

も
な
い
、
参
考
開
架
図
書
の
配
列
、
配

架
場
所
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
国
文
学
関
係
の
図
書
は
、
時
代
別

（
上
代
・
中
古
・
中
世
・
近
世
・
近
代
）

に
分
類
し
た
上
で
、
分
野
別
（
歌
謡
・

和
歌
・
物
語
等
）
に
配
列
す
る
、
な
ど

で
す
。
詳
し
く
は
、
参
考
開
架
閲
覧
室

の
掲
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
カ
ウ
ン

タ
ー
で
係
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
利
用
者
が
所
属

し
て
い
る
機
関
の
図
書
館
等
を
通
し
て

当
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
具

体
的
な
方
法
や
手
続
等
を
記
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
「
共
同
利
用
の
て
び
き
Ｉ

相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
案
内
」
を
作
成
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
「
そ
の
一
九
九
○
年
版

（
第
３
版
）
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

図
書
館
・
文
庫
等
、
関
係
各
位
に
配

布
い
た
し
ま
し
た
が
、
来
館
利
用
者
に

も
配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
、
閲
覧
カ
ウ
ン
タ
ー
で
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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平成元年度秋季学会開催一覧
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会①〒10l千代田区神田神

保町2-46教育出版センター内03-239

-5438@ll月3H③未定

歌舞伎学会①〒101千代田区神田
小川町3‐8駿河台ヤギビル5F八

木書店出版部内03-233-0443@12
月1日③玉川学|堂|大学

訓点語学会①〒192-03八王子市
東中野742-l中央大学文学部国文

一‘冒研繍籍蝋89@10月19
芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6075-761

-8718@12月8日③国文学研究
資料館

計量国語学会①〒167杉並区善福

寺2丁目東京女子大学3号館111号

室03-395-1211内305@9月22日

③上越教育大学

国寵学会①〒113文京区本郷7-

3-1東京大学文学部国語研究室内

03-812-2111@10月20,21日③

高知大学

昭和文学会①〒101千代田区猿楽
町2‐2‐5笠間書院内03-295-1331

②10月6，7日③橘女子大学
説話文学会①〒1541吐田谷区太子

堂1‐7昭和女子大学文学部日本文

学科松田研究室内03-411-5111内310

②12月1日③名古屋女子大学
全国大学国語国文学会①〒101千

一代田区猿楽町1-3-1桜楓社気付
03-295-8774@10月27，28，29日

③いわき明星大学

中古文学会①〒169新宿区西早稲

田1‐6‐l早稲田大学教育学部中

野幸一研究室内03-203-4141@10

月13，14日③宮城学院女子大学

中世文学会①〒113文京区本郷7

‐3‐l東京大学文学部国文学研究

室内03-812-2111@10月20,21,

22日③中京大学

日本演劇学会①〒169新宿区西早

稲田1-6-1早稲田大学演劇博物

館内03-203-4141内5214@ll月17

日③近畿大学

日本音声学会①〒110台東区東上
野3-25-6蒼洋社ビル5FO3-839

-3957②9月29,30日③千葉大

学

日本歌謡学会①〒630奈良市高畑

町奈良教育大学真鍋研究室内0742

-26-1101@10月13,14日③沖縄

国際大学

日本近世文学会①〒184小金井市

貫井北町4-1-1東京学芸大学国

語教育学科古典第6研究室内0423

-25-2111内2311@11月24，25，26

日③武庫川女子大学

日本近代文学会①〒150渋谷区東
4‐10-28国学院大学文学部日本文

学第8研究室内03-409-0111内538

②10月27,28日③国学院大学

日本口承文芸学会①〒114北区西

ケ原4-51-21東京外国語大学アジ

ア・アフリカ言語文化研究所川田研

究室気付03-917-6111内384@10月

13日③中央大学

日本語教育学会①〒107港区赤坂
1-8-10第9興和ビル内03-584

-4872②10月6日③昭和女子大

学

日本児童文学会①〒182調布市緑

ケ丘1-25白百合女子大学児童文化

研究室気付03-326-6910@ll月17，

18，19日③白百合女子大学

日本社会文学会①〒102千代田区

富士見2-17-1法政大学文学部西

田勝研究室内03-264-9751@10月

20，21，22日③金沢大学

日本文学協会①〒170豊島区南大

塚2-17-1003-941-2740@10月

13，14H③北海道大学

日本文学風土学会①〒214川崎市
多廉区東三田2-1-1専修大学文

学部同文学科内044-911-7131@11

月17日③専修大学

日本文芸研究会①〒98O仙台市青

葉区川内東北大学文学部国語学国

文学研究室内022-222-1800内2503

②ll月3日③東北大学
日本文体醸学会①〒llO台東区下
谷l-5-34三修社内03-842-1711

②ll月10，ll日③尚綱大学
日本方言研究会①〒115北区西ケ

丘3-9-14国立国語研究所気付日

本方言研究会幹事03-900-3111@

10月19日③高知女子大学

俳文学会①〒651神戸市北区鈴蘭

台北町7-13-1親和女子大学国文

学研究室内078-591-1651@10月

20，21，22日③伊丹市アイ・ホー
ル

万葉学会①〒565吹田市千里山東
3丁目関西大学文学部国文学研究

室内06-388-1121内5012@10月13，
14，15，16日③専修大学

紫式部学会①〒23O横浜市鶴見区

鶴見2-l-3鰯見大学文学部日本

文学科研究室内045-581-1001内242

②12月1日③学判院大学

和歌文学会①〒102千代田区三番
町6二松学舎大学国文学研究室内

03-261-7406@10月6，7，8日

③二松学舎大学
和漢比較文学会①〒228相模原市

文京2-1-l相模女子大学国文科

矢作研究室内0427-42-1411@ll月

16,17日③梅光女学院大学
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